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養
志
法
霊
亀
14

校
訂
鬼
谷
子
三
巻
訳
稿

本
経
陰
符
七
術
（
続
）

巻
下
（
後
半
）
「
本
経
陰
符
七
術
」
（
〔
養
志
法
震
鑑
〕
章
以
下
）
、
「
持
櫃
」
、
「
中
経
」
•
鬼
谷
子
侠
文

養
志
者
‘
心
氣
之
思
不
達
也
15
。
有
所
欲
‘
志
存
而
思
之
。
志
者

欲
之
使
也
。
欲
多
則
心
散
‘
心
散
則
志
衰
‘
志
衰
則
思
不
達
也
160

故
心
氣
一
‘
則
欲
不
圏
。
欲
不
圏
‘
則
志
意
不
衰
‘
志
意
不
衰
‘

則
思
理
達
癸
17
。
理
達
則
和
通
、
和
通
則
胤
氣
不
煩
於
胸
中
18
。
故

内
以
養
圏
‘
外
以
知
人
。
養
志
則
心
通
癸
‘
知
人
則
閾
固
明
癸
190

将
欲
用
之
於
人
‘
必
先
知
其
養
氣
志
。
知
人
氣
盛
衰
而
養
其
志
氣
‘

察
其
所
安
‘
以
知
其
所
能
20
。
志
不
養
‘
躙
万
氣
不
固
。
心
氣
不
固
、

則
思
慮
不
達
。
思
慮
不
達
‘
則
志
意
不
賓
。
志
意
不
賓
、
則
應
封

不
猛
゜
應
封
不
猛
則
園
圏
而
心
氣
虚
。
志
失
而
心
氣
虚
‘
則
喪

(
4
)
 

中
国
研
究
集
刊
霜
号
（
総
四
十
四
号
）
平
成
十
九
年
十
二
月
四
六

I
七
二
頁

志
を
養
ふ
は
、
心
気
の
思
、
達
せ
ざ
れ
ば
な
り
。
欲
す
る
所
有
れ

ば
、
志
は
存
し
て
之
を
思
ふ
。
志
は
欲
の
使
な
り
。
欲
多
け
れ
ば
則

志
を
養
ふ
は
霊
亀
に
法
る

其
紳
図
21
。
紳
喪
則
努
髭
‘
努
窮
則
参
會
不
一

22
。
養
志
之
始
‘
務

在
安
己
。
己
安
則
志
意
貫
堅
。
志
意
賓
堅
、
則
威
勢
不
分
。
紳
明

常
固
守
‘
乃
能
分
之
2

3

0

5

3

◎
二
字
の
「
催
」
、
道
蔵
本
「
但
」
に
作
る
。
同
義
。
◎
「
志
」
、
道

蔵
本
「
気
」
に
作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
に
従
っ
て
改
め
る
。
◎
「
職
分
」
、

「
志
失
」
、
道
蔵
本
「
分
職
」
、
「
失
志
」
に
作
る
。
顛
倒
。
嘉
鹿
十
年

本
に
従
っ
て
改
め
る
。
◎
「
則
」
、
「
｛
矢
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本

に
従
っ
て
補
う
。

高

田

哲

太

郎
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ち
心
散
じ
、
心
散
ず
れ
ば
則
ち
志
衰
へ
、
志
衰
ふ
れ
ば
則
ち
思
、
達

せ
ざ
る
な
り
。
故
に
心
気
一
な
れ
ば
、
則
ち
欲
、
種
は
ず
。
欲
、
径

は
ざ
れ
ば
、
則
ち
志
意
衰
へ
ず
、
志
意
衰
へ
ざ
れ
ば
、
則
ち
思
、
理

達
す
。
理
達
す
れ
ば
則
ち
和
通
し
、
和
通
す
れ
ば
則
ち
乱
気
、
胸
中

に
煩
な
ら
ず
。
故
に
内
は
以
て
志
を
養
ひ
、
外
は
以
て
人
を
知
る
。

志
を
養
へ
ば
則
ち
心
、
通
じ
、
人
を
知
れ
ば
則
ち
職
分
、
明
ら
か
な

り
。
将
に
之
を
人
に
用
ひ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
先
づ
其
の
気
志
を

養
ふ
を
知
る
。
人
気
の
盛
衰
を
知
り
て
其
の
志
気
を
養
ひ
、
其
の
安

ん
ず
る
所
を
察
し
、
以
て
其
の
能
く
す
る
所
を
知
る
。
志
、
養
は
れ

ざ
れ
ば
、
則
ち
心
気
、
固
か
ら
ず
。
心
気
、
固
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち

志
慮
、
達
せ
ず
。
思
慮
達
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
志
意
、
実
な
ら
ず
。
志

意
実
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
応
対
、
猛
な
ら
ず
。
応
対
、
猛
な
ら
ず
ん

ば
、
則
ち
志
、
失
は
れ
て
心
気
虚
し
。
志
、
失
は
れ
心
気
虚
し
け
れ

ば
、
則
ち
其
の
神
を
喪
ふ
。
神
、
喪
は
る
れ
ば
、
則
ち
努
窮
た
り
。

努
盤
た
れ
ば
則
ち
参
会
、
一
な
ら
ず
。
狸
志
の
始
、
務
は
己
を
安
ん

ず
る
に
在
り
。
己
、
安
な
れ
ば
則
ち
志
意
、
実
堅
な
り
。
志
意
実
堅

な
れ
ば
、
則
ち
威
勢
分
た
れ
ず
。
神
、
明
に
し
て
常
に
固
く
守
ら
ば
、

乃

ち

能

＜

之

を

分

つ

。

5

3

」

養
志
法
霊
亀
（
「
志
」
、
意
思
を
養
う
に
は
霊
亀
に
法
る
）

「
志
」
（
意
思
）
を
養
う
と
い
う
の
は
、
「
心
気
の
思
」
、

心
の
中

で
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
達
成
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
欲
す
る

も
の
が
あ
れ
ば
、
「
志
」
は
、
そ
れ
を
あ
る
も
の
と
し
て
達
成
を
思

う
。
「
志
」
は
、
欲
望
の
使
者
で
あ
る
。
従
っ
て
、
欲
が
多
け
れ
ば
、

心
は
集
中
で
き
ず
散
漫
と
な
り
、
心
が
散
漫
に
な
れ
ば
、
「
志
」
は

衰
え
、
「
志
」
が
衰
え
れ
ば
、
思
い
は
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
故
に
、
心
気
、
心
の
中
の
思
い
が
‘
―
つ
に
集
ま
っ
て
い
れ

ば
、
欲
は
往
復
す
る
こ
と
は
な
い
。
欲
が
初
復
し
な
け
れ
ば
、
「
志

意
」
（
意
思
）
は
衰
え
な
い
。
意
思
が
衰
え
な
け
れ
ば
、
思
い
は
道

理
上
ど
う
し
た
ら
そ
れ
を
達
成
で
き
る
か
を
つ
か
む
。
道
理
上
ど

う
し
た
ら
達
成
で
き
る
か
が
わ
か
れ
ば
、
心
は
調
和
し
、
す
っ
き

り
と
外
と
通
じ
、
調
和
し
、
す
っ
き
り
と
外
と
通
ず
る
な
ら
、
乱

気
、
心
の
う
ち
の
乱
れ
た
気
持
ち
は
、
胸
の
う
ち
で
騒
ぐ
こ
と
が

な
く
な
る
。

そ
れ
故
に
、
心
の
内
で
は
志
を
養
い
、
心
の
外
、
現
実
で
は
、

人
を
知
り
、
人
の
あ
り
様
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
る
の
で
あ
る
。
志

を
養
え
ば
、
心
は
然
る
べ
く
外
に
通
じ
て
対
応
し
、
人
を
知
り
、

人
の
あ
り
様
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
る
な
ら
ば
、
自
ら
が
現
実
に
於

い
て
何
を
為
す
べ
き
か
と
い
う
具
体
的
な
立
場
、
職
分
が
明
ら
か

と
な
る
。

こ
の
考
え
方
を
人
に
用
い
て
、
人
を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
必

ず
第
一
に
、
自
ら
の
意
思
気
力
を
養
う
と
い
う
こ
と
を
知
る
事
が

で
き
る
。
つ
ま
り
、
人
の
気
力
の
盛
衰
の
状
態
を
観
察
し
、
そ
れ
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を
踏
ま
え
て
自
ら
の
意
思
気
力
を
獲
い
、
自
ら
が
、
こ
う
だ
と
安

心
で
き
る
立
脚
点
を
察
知
し
て
つ
か
み
取
り
、
そ
こ
で
自
ら
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
つ
か
み
取
る
の
で
あ
る
。
意
思
が
養
わ
れ
な

け
れ
ば
、
心
の
中
の
思
い
、
気
力
は
、
確
固
た
る
も
の
と
は
な
ら

な
い
。
心
の
中
の
思
い
、
気
力
が
確
固
た
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、

心
の
思
い
、
思
い
描
く
構
想
は
、
こ
う
だ
と
い
う
確
信
に
達
す
る

こ
と
は
な
い
。
心
の
思
い
、
思
い
描
く
構
想
が
こ
う
だ
と
い
う
確

信
に
達
し
な
け
れ
ば
、
意
思
、
気
力
は
実
の
あ
る
も
の
と
は
な
ら

ず
、
本
気
に
は
な
ら
な
い
。
意
思
、
気
力
が
実
の
あ
る
も
の
と
は

な
ら
ず
、
本
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
「
応
対
」
、
物
事
、
人
に
対
す

る
対
応
は
、
勇
猛
、
積
極
果
敢
と
は
な
ら
な
い
。
応
対
が
、
勇
猛
、

積
極
果
敢
で
な
け
れ
ば
、
意
思
は
失
わ
れ
、
心
の
内
の
気
持
ち
、

気
力
は
虚
し
い
も
の
と
な
る
。
意
思
が
失
わ
れ
、
心
の
内
の
気
持

ち
、
気
力
が
虚
し
い
も
の
と
な
れ
ば
、
自
ら
の
「
神
」
（
上
位
自
我
、

ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
ー
）
を
喪
失
す
る
。
こ
の
「
神
」
が
喪
わ
れ
れ

ば
、
酔
生
夢
死
の
ぼ
ん
や
り
し
た
状
態
と
な
る
。
ぼ
ん
や
り
し
た

状
態
に
陥
る
な
ら
、
「
志
」
、
「
心
」
、
「
神
」
三
者
の
有
機
的
統
一
は

失
わ
れ
る
。

「
志
」
を
養
う
こ
と
の
第
一
、
始
め
は
、
自
ら
を
安
ら
か
な
状
態

に
置
く
こ
と
に
そ
の
要
点
が
あ
る
。
自
ら
が
安
定
し
た
あ
り
方
、

欲
、
己
に
と
ら
わ
れ
ず
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
な
ら
ば
、
意
思
、

気
力
は
堅
実
で
あ
る
。
意
思
、
気
力
が
堅
実
で
あ
れ
ば
、
「
威
勢
」

21

此
明
喪
紳
、
始
於
志
不
養
也
。

20

将
欲
用
之
於
人
‘
凪
幽
蓑
志
之
術
用
人
也

0

蓑
志
、
則
氣
盛
、
不
蓑
則

氣
衰
。
盛
衰
既
形
、
則
其
所
安
、
所
能
可
知
癸
。
然
則
善
於
蓑
志
者
、

国
唯
寡
欲
乎
゜

22

努
窮
、
不
精
明
之
貌
。
参
會
、
謂
志
心
紳
三
者
之
交
會
也
。
紳
不
精
明
、

則
多
違
錯
。
故
参
會
不
得
其
一
国
『

19

心
通
則
一
身
泰
、
職
明
則
天
下
平
。

18

和
通
則
莫
不
調
暢
。
故
胤
氣
自
消
。

17

此
明
寡
欲
者
、
能
蓑
其
志
。
故
思
理
達
芙
°

16

此
明
縦
欲
者
、
不
能
蓑
氣
志
。
故
所
思
不
達
也
。

15 14 

言
以
心
氣
不
達
、
故
須
蓑
志
以
求
道
也
。

志
者
、
察
是
非
。
厖
者
、
知
吉
凶
。
故
曰
、
蓑
志
法
露
亀
°

（
現
実
に
流
さ
れ
ず
、
白
を
白
と
し
て
現
実
を
改
変
し
う
る
心
の

は
た
ら
き
、
影
響
力
）
は
、
分
散
し
な
い
。
「
神
」
が
明
ら
か
に
把

握
さ
れ
、
常
に
固
く
そ
の
あ
り
方
を
守
る
な
ら
、
や
が
て
「
威
勢
」

を
他
に
分
散
さ
せ
、
推
し
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。
5
3
」

(48) 



買
意
者
‘
氣
之
慮
也
25
。
心
欲
安
静
‘
庖
欲
深
遠
。
心
安
静
則
紳

冒
‘
庖
深
遠
、
則
計
謀
成
。
紳
闇
田

l

i

則
志
不
可
胤
。
計
謀
成
‘

則
功
不
可
間
26
。
意
庖
定
則
心
遂
安
。
□
国
国

l

‘
則
所
行
不
錯
。
紳

園
蘭
□
溜
凝
竺
識
氣
寄
‘
姦
邪
得
而
椅
之
、
詐
謀
得
而
惑
之
＼

言
無
由
心
芙
28
。
故
信
心
術
、
守
慎
一
而
不
化
、
待
人
意
之
交
會
‘

聰
之
‘
候
之
也
29
。
計
謀
者
‘
存
亡
図
桐
機
。
底
不
會
‘
則
聴
不
審

号
候
之
不
得
計
謀
失
戻
則
意
無
所
信
‘
虚
而
無
賀
30
。
醐
罰

謀
之
慮
‘
務
在
質
意
。
貫
意
必
従
心
術
監
叱
無
属
而
求
安
静
五
臓
‘

和
通
六
腑
‘
精
紳
魂
塊
固
守
不
動
、
乃
能
内
視
‘
反
聴
‘
定
志
、

園
之
因
虚
待
紳
往
来
咤
以
観
天
地
開
閻
知
萬
物
所
造
化
‘
見

陰
陽
之
終
始
‘
原
人
事
之
政
理
¥
不
出
戸
而
知
天
下
‘
不
窺
閥
而

見
天
道
‘
不
見
而
命
不
行
而
至
呵
是
謂
道
知
‘
以
通
紳
明
‘
應

於
無
方
而
紳
宿
芙
3

4

0

5

1

◎
二
箇
所
の
「
策
生
」
、
道
蔵
本
「
明
榮
」
に
作
る
。
嘉
慶
十
年
本
に

従
っ
て
改
め
る
。
◎
「
心
遂
安
」
、
「
自
」
、
「
｛
矢
」
、
「
得
」
「
之
」
道
蔵

本
欠
。
嘉
疫
十
年
本
に
従
っ
て
補
う
。
◎
「
故
計
謀
之
感
‘
務
在
質

貫
意
法
騰
蛇
24

23

安
者
、
皿
国
欲
而
心
安
也
。
威
勢
既
不
分
散
‘
紳
明
常
来
固
守
‘
如
此

則
威
間
圃
勢
震
物
也
。
上
分
、
謂
散
亡
也

0

下
分
、
謂
我
有
其
威
而
能

動
彼
。
故
曰
‘
乃
能
立
凶
也
。

意
。
買
意
必
従
心
術
始
31
。
」
、
道
蔵
本
、
注
に
窟
入
。
嘉
疫
十
年
本
に

従
っ
て
本
文
と
す
る
。
◎
「
慮
」
、
「
太
」
、
道
蔵
本
「
思
」
、
「
大
」
に

作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
に
従
っ
て
改
め
る
。

意
を
実
に
す
る
と
は
、
気
の
慮
な
り
。
心
は
安
静
を
欲
し
、
慮

は
深
遠
を
欲
す
。
心
、
安
静
な
れ
ば
則
ち
神
策
生
じ
、
慮
、
深
遠

な
れ
ば
則
ち
計
謀
成
る
。
神
策
生
ず
れ
ば
、
則
ち
志
、
乱
す
べ
か

ら
ず
。
計
謀
成
れ
ば
、
則
ち
功
、
間
す
る
べ
か
ら
ず
。
意
慮
定
ま

れ
ば
、
則
ち
心
、
遂
に
安
な
り
。
心
、
遂
に
安
な
れ
ば
、
則
ち
行

あ

や

ま

な

ふ
所
錯
た
ず
、
神
、
自
得
す
。
得
れ
ば
則
ち
凝
る
。
識
気
、
寄
な

ょ

れ
ば
、
姦
邪
、
得
て
之
に
俯
り
、
詐
謀
、
得
て
之
を
惑
は
す
は
、

言
、
心
に
由
る
無
け
れ
ば
な
り
。
故
に
心
術
を
信
じ
、
真
一
を
守

う
か
が

り
て
化
せ
ず
、
人
の
意
慮
の
交
会
を
待
ち
、
之
を
聴
き
、
之
を
候

ふ
。
計
謀
は
、
存
亡
の
枢
機
な
り
。
慮
、
会
せ
ず
ん
ば
、
則
ち
聴
、

審
な
ら
ず
。
之
を
候
ふ
も
得
ず
、
計
謀
失
は
る
る
は
、
則
ち
意
の

信
ず
る
所
無
く
、
虚
に
し
て
実
無
け
れ
ば
な
り
。
故
に
計
謀
の
慮
、

務
は
意
を
実
に
す
る
に
在
り
。
意
を
実
に
す
る
は
、
必
ず
心
術
よ

り
始
む
。
無
為
に
し
て
五
蔵
を
安
静
に
し
、
六
腑
を
和
通
す
る
を

務
め
、
精
神
魂
塊
、
固
守
し
て
動
か
ざ
れ
ば
、
乃
ち
能
く
内
視
、

反
聴
、
定
志
し
、
之
を
太
虚
に
慮
り
、
神
の
往
来
を
待
つ
。
以
て

と
う
だ

意
を
実
に
す
る
は
腟
蛇
に
法
る

(49) 



天
地
の
開
閻
を
観
て
、
萬
物
の
造
化
せ
ら
る
る
所
を
知
り
、
陰
陽

た
づ

の
終
始
を
見
て
、
人
事
の
政
理
を
原
ぬ
れ
ば
、
戸
を
出
で
ず
し
て

天
下
を
知
り
、
牌
よ
り
窺
は
ず
し
て
天
道
を
見
、
見
ず
し
て
命
じ
、

行
か
ず
し
て
至
る
。
是
れ
道
知
、
以
て
神
明
に
通
じ
、
無
方
に
応

じ

て

神

、

宿

る

と

謂

ふ

。

5

4

」

実
意
法
腟
蛇
（
意
思
を
実
あ
る
も
の
に
し
確
信
す
る
に
は
腟
蛇
に
法
る
）

意
思
を
実
に
す
る
と
は
、
「
気
」
に
つ
い
て
の
配
慮
で
あ
る
。
心

に
は
安
静
が
必
要
で
あ
り
、
思
慮
に
は
深
さ
遠
さ
が
必
要
で
あ
る
。

心
が
安
静
で
あ
れ
ば
、
「
神
策
」
（
上
位
自
我
に
よ
る
判
断
、
妥
当

性
あ
る
計
画
）
が
生
じ
、
思
慮
が
深
く
広
け
れ
ば
、
計
画
は
具
体

化
す
る
。
心
に
神
策
が
生
じ
た
な
ら
、
意
思
は
乱
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
計
画
が
具
体
化
す
れ
ば
、
そ
の
功
、
成
果
は
、
隙
を
突
く

こ
と
は
で
き
な
い
。
意
思
、
思
慮
が
一
定
方
向
に
定
ま
れ
ば
、
心

は
安
ら
か
で
あ
る
。
心
が
安
ら
か
で
あ
れ
ば
、
行
う
と
こ
ろ
に
誤

り
は
な
く
、
「
神
」
（
上
位
自
我
）
は
自
得
し
、
自
ら
を
自
ら
と
位

置
づ
け
る
。
こ
の
状
態
を
得
れ
ば
、
そ
の
か
た
ち
、
あ
り
方
と
し

て
完
成
す
る
。

「
識
気
」
（
そ
の
事
に
対
す
る
認
識
）
が
、
寄
、
確
信
の
な
い
仮

の
も
の
で
あ
れ
ば
、
姦
邪
、
邪
な
心
が
こ
れ
に
取
り
つ
き
、
詐
謀
‘

偽
り
の
は
か
り
ご
と
が
そ
の
認
識
を
惑
わ
せ
る
の
は
、
認
識
し
て

い
る
言
、
こ
と
ば
が
、
心
に
基
く
も
の
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る

（
妥
当
性
を
持
た
な
い
我
見
）
。
そ
れ
故
、
「
心
術
」
（
己
を
越
え
た

心
よ
り
し
て
己
を
扱
う
方
法
を
示
す
こ
と
ば
）
を
信
じ
、
「
真
一
」

（
「
真
人
」
と
し
て
一
を
執
る
あ
り
方
。
前
出
）
を
守
り
、
我
見
に

引
か
れ
て
そ
の
あ
り
方
を
変
化
さ
せ
ず
、
相
手
の
意
思
、
思
慮
が

心
術
に
交
々
び
っ
た
り
適
う
の
を
待
ち
、
相
手
の
こ
と
ば
を
聴
き
、

そ
の
あ
り
方
を
観
察
し
、
態
度
を
窺
う
。
計
画
と
い
う
も
の
は
、

生
き
る
か
死
ぬ
か
の
存
亡
を
決
定
す
る
枢
軸
、
具
体
的
原
点
で
あ

る
。
思
慮
が
心
術
に
適
わ
な
け
れ
ば
、
聴
い
て
も
は
っ
き
り
し
な

い
。
相
手
を
観
察
し
、
態
度
を
窺
っ
て
も
、
相
応
し
い
も
の
が
得

ら
れ
ず
に
計
画
自
体
が
失
わ
れ
る
の
は
、
こ
ち
ら
の
意
思
に
信
ず

る
も
の
が
な
く
、
「
虚
」
、
単
な
る
エ
ゴ
の
空
想
、
こ
と
ば
だ
け
で

あ
っ
て
、
「
実
」
、
己
を
越
え
た
心
、
本
来
的
な
も
の
に
基
く
確
信

が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
計
画
に
つ
い
て
の
思
慮
、
考
え
、
構
想
は
、
意
思

を
実
に
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
要
が
あ
る
。
意
思
を
実
に
す
る
に
は
、

必
ず
「
心
術
」
か
ら
始
め
る
。
即
ち
、
無
為
、
己
に
と
ら
わ
れ
ず
、

五
臓
を
安
静
に
し
、
六
腑
が
調
和
し
滞
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
、

精
神
（
精
鋭
な
る
「
神
」
）
、
魂
塊
（
「
心
」
の
前
提
、
構
成
要
素
）
が
、

固
く
そ
の
本
来
の
あ
り
方
を
守
っ
て
動
か
な
い
な
ら
ば
、
「
内
視
」
、

自
己
観
察
し
、
「
反
聴
」
、
前
提
を
と
ら
わ
れ
ず
に
振
り
返
り
、
自

ら
の
立
場
を
聴
き
知
り
、
「
定
志
」
、
意
思
を
一
定
方
向
に
定
め
ら

(50) 
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意
貫
‘
則
氣
平
。
氣
平
則
慮
審
。
故
曰
、
質
意
者
、
氣
之
慮
。

音
面
官
曲
。
蛇
能
屈
他
故
貫
意
、
法
脱
蛇
也
。

れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
あ
り
方
を
「
太
虚
」
、
存
在
の
大
前
提
、

こ
と
ば
に
よ
り
規
定
で
き
な
い
こ
と
ば
を
生
み
出
す
も
の
そ
の
も

の
に
一
体
化
し
慮
り
、
「
神
」
（
上
位
自
我
）
が
心
に
立
ち
現
れ
、

太
虚
と
自
ら
の
心
を
往
来
し
活
動
す
る
の
を
待
っ
ょ
う
に
な
る
。

そ
こ
で
、
天
地
の
開
闘
、
つ
ま
り
存
在
の
始
ま
り
が
こ
と
ば
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、
万
物
が
造
化
さ
れ
る
の
は
こ
と

ば
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
陰
陽
の
終
始
、
つ
ま
り

是
非
、
善
悪
、
好
悪
の
価
値
の
展
開
を
観
察
し
、
人
事
の
政
理
、

つ
ま
り
人
が
ど
の
よ
う
に
人
を
用
い
、
用
い
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
か

を
考
え
て
ゆ
け
ば
、
戸
を
出
で
ず
に
そ
の
世
界
を
理
解
し
、
つ
ま

り
そ
の
世
界
が
そ
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
自

ず
か
ら
理
解
さ
れ
、
窓
か
ら
見
な
く
て
も
天
道
が
見
え
、
つ
ま
り

他
に
根
拠
を
求
め
な
く
と
も
自
ず
か
ら
そ
の
法
則
が
理
解
さ
れ
、

他
を
見
ず
に
主
体
的
に
物
事
を
位
置
づ
け
、
実
際
に
関
わ
ら
ず
と

も
言
葉
に
よ
っ
て
等
し
い
効
果
を
得
る
。
こ
れ
を
「
道
知
」
（
言
葉

に
対
す
る
理
解
）
は
「
神
明
」
（
上
位
自
我
に
よ
る
妥
当
性
あ
る
判

断
）
に
通
じ
、
無
限
に
変
化
す
る
か
た
ち
に
対
応
し
、
「
神
」
が
宿

る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

54

33

唯
紳
也
‘
寂
然
不
動
‘
感
而
遂
通
天
下
之
故
‘
能
知
於
不
知
‘
見
於
不

智
不
可
胤
。
故
能
成
其
計
謀
。
功
不
可
間
、
故
能
寧
其
邦
國
。

27

心
安
則
物
無
烏
而
順
理
‘
不
思
而
玄
覧
。
故
心
之
所
不
錯
、
紳
自
得
之
。

讐
無
不
成
芙
。
凝
者
、
成
也
。

28

寄
‘
謂
客
奇
。
言
暉
窟
非
箕
、
但
客
寄
耳
。
故
姦
邪
得
而
俺
之
‘
詐
謀

得
而
惑
之
。
如
此
則
言
皆
岡
臆
無
復
由
心
芙
。

29

言
心
術
誠
明
而
不
庇
、
員
一
守
固
而
不
化
。
然
後
待
人
接
物
、
彼
必
輸

誠
盪
意
。
智
者
慮
能
、
明
者
猷
策
。
上
下
同
心
。
故
能
躙
幽
交
會
也
。

用
天
下
之
耳
聴
‘
故
物
候
可
知
芙
゜

30

計
得
則
存
、
計
失
則
亡
。
故
曰
‘
計
謀
者
存
亡
之
櫃
機
。
慮
不
合
物
、

則
聴
者
不
烏
己
聰
。
閾
閾
不
審
国
『
聰
既
不
審
‘
候
崖
得
哉
。
乖
候
而

謀
非
失
而
何
。
計
既
失
角
意
何
所
向
『
惟
有
虚
偽
、
無
復
誠
宵
向
『

3
1
9謀

得
。
故
曰
、
務
在
買
意
。
質
意
由
於
心
匈
故
曰
、
必
在

心
術
始
也
。

32

言
欲
求
安
心
之
道
必
先
寂
漁
無
馬
如
此
則
五
臓
安
静
、
六
風
間
圏
‘

精
紳
魂
晩
各
守
所
司
‘
派
然
不
動
、
則
可
以
内
視
無
形
、
反
聴
無
磐
‘

志
函
向
太
虚
‘
至
紳
明
千
萬
‘
往
来
蹄
於
己
也
。

26 
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威
を
分
つ
は
伏
熊
に
法
る

分
威
法
伏
熊
35

見
登
待
出
戸
向
輝
然
後
知
見
哉
。
同
闘
不
見
而
命
、
不
行
而
至
也
。

34

道
、
無
思
也
。
無
為
也
。
然
則
道
知
者
、
登
用
知
而
知
哉
。
以
其
無
知
。

故
能
通
紳
明
應
於
無
方
而
紳
来
舎
国
『
宿
猶
舎
也
。

分
威
者
、
紳
之
覆
也
36
。
故
静
園
固
志
‘
紳
蹄
其
舎
、
則
威
覆
盛

芙
37
。
威
覆
盛
、
則
内
貫
堅
。
内
賓
堅
、
則
莫
嘗
。
莫
営
則
能
以
分

人
之
威
而
動
其
勢
、
如
其
天
38
。
以
貫
取
虚
、
以
有
取
無
、
若
以
鑑

稲
圏
39
。
故
動
者
必
随
、
唱
者
必
和
。
撓
其
一
指
‘
観
其
餘
次
‘
動

愛
見
形
‘
無
能
間
者
40
。
審
於
唱
和
、
以
間
見
間
‘
動
髪
明
而
威
可

分
圃
41
。
将
欲
動
髪
、
必
先
養
志
、
伏
意
以
視
間
42
。
知
其
固
賓
者
、

自
養
也
。
譲
己
者
‘
養
人
也
。
故
紳
存
兵
亡
‘
乃
為
之
形
勢
430

55」

◎
「
意
」
、
道
蔵
本
「
固
志
」
の
下
に
有
り
。
蔀
鹿
十
年
本
に
従
っ
て

移
す
。
◎
「
誅
」
、
道
蔵
本
「
珠
」
に
作
る
。
嘉
疫
十
年
本
に
従
っ
て

改
め
る
。
◎
「
也
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
っ
て
補
う
。

威
を
分
つ
者
は
、
神
の
覆
な
り
。
故
に
威
を
静
に
し
志
を
固
く

し
、
神
、
其
の
舎
に
帰
す
れ
ば
、
則
ち
威
覆
、
盛
な
り
。
威
覆
盛

な
れ
ば
、
則
ち
内
、
実
に
し
て
堅
し
。
内
、
実
に
し
て
堅
け
れ
ば
、

則
ち
当
る
無
し
。
当
る
莫
く
ん
ば
、
則
ち
能
く
人
に
分
つ
の
威
を

以
て
其
の
勢
を
動
か
す
こ
と
其
の
天
の
如
し
。
実
を
以
て
虚
を
取

り
、
有
を
以
て
無
を
取
る
こ
と
、
鑑
を
以
て
錬
を
称
る
が
若
し
。

故
に
動
か
す
者
は
必
ず
随
ひ
、
唱
ふ
る
者
は
必
ず
和
す
。
其
の
一

た

あ

ら

は

指
を
撓
め
て
其
の
餘
次
を
観
、
動
変
し
て
形
を
見
さ
ば
、
能
く
間

す
る
者
無
し
。
唱
和
に
審
に
し
て
間
を
以
て
間
に
見
さ
ば
、
動
変
、

明
に
し
て
、
威
、
分
つ
べ
き
な
り
。
将
に
動
変
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、

必
ず
先
づ
志
を
養
ひ
、
意
を
伏
し
て
以
て
間
を
視
る
。
其
の
実
を

固
く
す
る
を
知
る
者
は
、
自
ら
養
へ
ば
な
り
。
己
を
譲
る
者
は
、

人
を
養
へ
ば
な
り
。
故
に
神
、
存
し
、
兵
、
亡
び
、
乃
ち
之
が
形

勢
を
為
す
。

55
」

分
威
法
伏
熊
（
威
を
分
ち
、
本
来
的
な
心
の
は
た
ら
き
に
よ
る
影
響
力

を
行
使
し
、
主
体
性
を
貫
徹
す
る
に
は
伏
熊
に
法
る
）

威
を
分
ち
、
主
体
を
貫
徹
す
る
と
い
う
の
は
、
「
神
」
（
上
位
自

我
）
の
「
伏
」
（
反
射
で
あ
る
。
）
そ
れ
故
に
、
意
（
気
持
ち
）
を
冷

静
に
し
、
志
（
意
志
）
を
強
固
に
し
、
そ
の
結
果
「
神
」
が
そ
の
舎

た
る
心
に
帰
一
す
れ
ば
、
「
威
覆
」
（
エ
ゴ
を
破
る
心
の
は
た
ら
き

の
「
神
」
か
ら
の
反
射
。
要
す
る
に
、
自
己
の
利
害
損
得
を
以
っ
て

し
て
は
動
か
し
難
い
影
響
力
。
）
は
盛
大
で
あ
る
。
こ
の
「
威
覆
」
が

(52) 



盛
大
で
あ
れ
ば
、
心
の
内
は
、
こ
と
ば
が
本
来
的
心
に
基
く
確
信

に
一
致
し
、
「
実
」
で
あ
り
、
堅
固
で
あ
る
。
心
の
内
が
「
実
」
で
あ

り
堅
固
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
匹
敵
相
当
す
る
も
の
は
な
く
、
主
体

が
確
立
さ
れ
る
。
こ
れ
に
匹
敵
相
当
す
る
も
の
が
な
く
、
主
体
が

確
立
さ
れ
れ
ば
、
人
に
行
使
す
る
「
威
」
（
影
郷
章
力
）
に
よ
っ
て
そ

の
形
勢
を
存
在
の
前
提
と
し
て
の
天
の
よ
う
に
自
然
に
主
体
的
に

動
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
実
」
（
こ
と
ば
に
主
体
的
裏
打
ち

の
あ
る
状
態
）
に
よ
っ
て
「
虚
」
（
こ
と
ば
だ
け
で
中
味
が
な
い
。

つ
ま
り
他
か
ら
与
え
ら
れ
た
こ
と
ば
に
よ
っ
て
自
分
を
位
置
づ
け

る
非
主
体
的
状
態
）
を
取
り
扱
い
、
有
（
力
）
を
以
っ
て
無
（
力
）

を
取
り
扱
う
こ
と
は
、
鑑
（
二
十
四
X
二
十
蛛
）
の
重
み
で
錬
を

量
る
様
な
も
の
で
あ
り
、
自
由
自
在
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
れ
故
に
、
行
動
し
た
こ
と
に
は
、
人
は
必
ず
従
い
、
唱
え
た

こ
と
に
は
、
人
は
必
ず
同
調
す
る
。
だ
か
ら
、
指
一
本
を
曲
げ
て

見
せ
る
と
い
う
よ
う
な
、
わ
ず
か
な
動
作
を
し
て
見
せ
、
そ
の
こ

と
が
他
に
与
え
て
ゆ
く
影
郷
畜
を
観
察
し
、
読
み
取
り
、
行
動
を
起

し
状
態
を
変
化
さ
せ
‘
―
つ
の
形
と
し
て
具
体
化
し
て
示
し
た
な

ら
、
誰
も
足
を
引
っ
張
れ
る
者
は
な
い
。

だ
か
ら
、
「
唱
和
」
、
何
か
唱
え
た
と
き
に
、
ど
う
調
和
し
て
く
る

か
、
を
詳
ら
か
に
つ
か
み
取
り
、
相
手
の
間
隙
、
す
き
に
よ
っ
て
そ

の
心
の
隙
間
に
こ
ち
ら
の
、
心
よ
り
す
る
こ
と
ば
、
行
動
を
示
し

た
な
ら
、
こ
ち
ら
の
起
し
た
行
動
の
変
化
は
明
ら
か
な
も
の
と
な

38 37

言
致
紳
之
道
、
必
須
静
意
固
志
、
自
蹄
其
舎
‘
則
紳
之
威
、
覆
隆
盛
芙
。

舎
者
‘
志
意
之
宅
也
。

36 り
、
そ
の
影
響
力
を
行
使
し
て
主
体
を
貫
徹
で
き
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
行
動
を
起
し
、
状
態
を
変
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
、

必
ず
先
ず
そ
の
「
志
」
を
獲
い
（
前
出
）
、
こ
ち
ら
の
意
（
気
持
ち
）

を
伏
せ
て
、
相
手
の
心
の
隙
、
つ
ま
り
、
考
え
が
は
っ
き
り
せ
ず

迷
っ
た
り
気
づ
か
ず
に
い
る
と
こ
ろ
を
観
察
す
る
の
で
あ
る
。

自
ら
の
「
実
」
（
こ
と
ば
が
本
来
的
心
に
基
き
一
致
し
て
い
る
状

態
）
を
堅
固
に
す
る
意
味
が
わ
か
る
の
は
、
自
ら
そ
の
「
志
」
を
獲

う
か
ら
で
あ
る
。
己
を
譲
り
、
我
に
執
着
し
な
い
の
は
、
そ
の
よ

う
な
あ
り
方
を
示
し
、
人
の
志
を
養
い
、
己
を
通
じ
て
示
さ
れ
る

そ
の
本
来
的
な
心
に
人
々
を
一
体
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
な
の

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
神
（
上
位
自
我
）
は
自
他
の
心
に
存
在
し
、

兵
は
滅
び
、
混
乱
は
収
束
し
、
そ
こ
で
結
果
と
し
て
、
そ
の
形
勢
、

秩

序

が

成

り

立

つ

の

で

あ

る

。

5

5

」

35

精
虚
動
物
、
謂
之
威
。
吸
近
震
遠
、
謂
之
分
。
熊
之
拇
慇
、
必
先
伏
而

後
動
。
故
分
威
法
伏
能
間
『

覆
猶
衣
被
也
。
紳
明
衣
被
‘
然
後
其
國
可
分
也
。

外
威
既
盛
‘
則
内
志
堅
貫
、
表
裏
相
副
‘
誰
敢
賞
之
。
物
不
能
嘗
之
、

(53) 



散
勢
法
競
鳥
44

39

言
威
勢
既
盛
、
人
物
粛
然
。
是
我
賀
有
而
彼
虚
無
。
故
能
以
我
賓
取
彼

虚
以
我
有
取
彼
無
。
国
取
之
也
、
動
必
相
應
、
猶
稲
園
以
國
鑑
向
r

二
十
四
銑
為
雨
＿
二
十
四
雨
且
鑑
也
。

40

言
威
分
勢
震
圏
物
猶
風
。
故
能
動
必
有
隧
唱
‘
必
有
和
。
但
撓
其
指

以
名
呼
之
、
則
群
物
畢
至
。
然
徐
徐
以
次
観
其
餘
衆
、
園
性
安
之
、
各

令
得
所
。
於
是
風
以
動
之
、
髪
以
化
之
、
猶
尼
之
在
鈎
‘
群
器
之
形
自

見
。
如
此
則
天
下
柴
推
而
不
厭
、
誰
能
間
之
也
。

11

言
審
識
唱
利
之
理
。
故
能
有
間
必
知
。
我
既
知
間
図
宵
間
鳳

国
圃
曇
能
見
。
故
能
明
於
動
愛
而
威
可
晶

43

謂
自
知
志
意
固
質
者
。
此
可
以
自
蓑
也
。
能
行
證
譲
於
己
者
‘
乃
可
以

蓑
人
也
。
如
此
‘
則
紳
存
於
内
‘
兵
亡
於
外
‘
乃
可
為
之
形
勢
也
。

散
勢
者
、

間
而
行
之
、

紳
之
使
也
45
。
用
之
必
循
間
而
動
46
。
威
爾
内
盛
、
推

則
勢
散
47
。
夫
散
勢
者
、
心
虚
志
溢
48
。
意
閲
蕨
圏
‘

42

既
能
蓑
志
伏
意
‘
視
之
其
間
‘
則
髪
動
之
術
、
可
成
芙
°

則
我
之
威
分
芙
。
威
分
園
前
‘
則
物
皆
粛
然
、

m
晶
牌
共
人
若
天
也
。

勢
を
散
ず
る
は
、
神
の
使
な
り
。
之
を
用
ふ
る
、
必
ず
間
に
循

ひ
て
動
く
。
威
、
粛
と
し
て
内
に
盛
に
し
て
、
間
を
推
し
て
之
を

行
は
ば
、
則
ち
勢
散
ず
。
夫
れ
勢
を
散
ず
る
者
は
、
心
、
虚
に
し

て
志
、
溢
る
。
意
、
衰
へ
威
失
は
れ
、
精
神
、
専
な
ら
ざ
れ
ば
、

其
の
言
、
外
に
し
て
変
多
し
。
故
に
そ
の
志
を
観
て
度
数
と
為
し
、

乃
ち
以
て
説
を
描
し
事
を
図
り
、
円
方
を
尽
し
、
長
短
を
斉
す
。

間
、
無
く
ん
ば
則
ち
散
ぜ
ず
。
勢
は
、
間
を
待
ち
て
動
く
。
動
か

ば
而
ち
勢
、
分
た
る
。
故
に
善
く
間
を
思
ふ
者
は
、
必
ず
内
、
五

み

気
を
精
に
し
、
外
、
虚
実
を
視
、
動
き
て
分
散
の
実
を
失
は
ず
。

動
か
ば
則
ち
其
の
志
意
に
随
ひ
、
其
の
計
謀
を
知
る
。
勢
は
利
害

し
て
う

勢
を
散
ず
る
は
競
鳥
に
法
る

精
紳
不
専
、
其
言
外
而
多
髪
49
。
故
観
其
志
烏
度
敷
、
乃
以
描
説
圏

事
霊
圃
方
‘
齊
長
短
50
。
無
圃
則
不
散
。
勢
者
待
間
而
動
。
動

圃
勢
分
芙
51
。
故
善
思
間
者
‘
必
内
精
五
氣
‘
外
視
虚
質
‘
動
而
不

失
分
散
之
質
52
。
動
則
随
其
志
意
、
知
其
計
謀
53
。
勢
者
、
利
害
之

決
、
櫂
髪
之
威
。
勢
敗
者
不
以
紳
粛
察
也
5

4

0

5

6

」

◎
「
衰
」
、
「
失
」
道
蔵
本
「
失
」
、
「
勢
」
に
作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
に

よ
っ
て
改
め
る
。
◎
「
間
」
、
「
而
」
道
蔵
本
欠
。
嘉
疫
十
年
本
に
よ

っ
て
補
う
。
◎
「
則
不
散
。
勢
者
、
」
、
道
蔵
本
「
則
不
散
勢
散
勢
者
」

に
作
る
。
「
散
勢
」
の
二
字
術
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ
っ
て
削
る
。
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の
決
、
権
変
の
威
な
り
。
勢
、
敗
る
る
者
は
神
を
以
て
粛
察
せ
ざ

る

な

り

。

5

6

」

散
勢
法
競
鳥
（
「
勢
」
、
威
の
陽
、
積
極
的
か
た
ち
、
迫
力
、
現
実
改
変

能
力
を
散
じ
行
使
す
る
に
は
鷲
鳥
に
法
る
）

「
勢
」
を
散
じ
迫
力
を
行
使
し
、
情
況
を
決
す
る
の
は
、
「
神
」
（
上

位
自
我
）
の
使
、
積
極
的
現
れ
で
あ
る
。
こ
れ
を
用
い
る
場
合
は
、

必
ず
「
間
」
に
循
い
、
相
手
の
心
の
隙
間
、
決
断
さ
れ
ず
、
判
断

に
迷
っ
て
い
た
り
、
考
え
の
及
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
を
目
安
に
し

て
動
く
の
で
あ
る
。
「
威
」
が
引
き
締
ま
っ
た
形
で
粛
然
と
し
て
心

の
内
に
盛
ん
に
反
射
し
た
状
態
で
、
相
手
の
心
の
隙
間
、
た
か
を

く
く
っ
て
自
己
に
安
住
し
て
い
る
よ
う
な
部
分
を
推
し
量
り
、
こ

れ
を
行
使
す
れ
ば
、
そ
の
「
勢
」
は
散
じ
、
効
果
を
挙
げ
る
。

そ
も
そ
も
「
勢
」
を
散
ず
る
と
い
う
の
は
、
心
が
己
に
と
ら
わ
れ

ず
虚
で
あ
り
、
「
神
」
に
基
く
「
志
」
が
満
ち
溢
れ
た
あ
り
方
な
の
で

あ
る
。
「
意
」
（
気
持
ち
）
が
衰
え
、
「
威
」
が
失
わ
れ
、
「
精
神
」
（
精

鋭
な
る
「
神
」
）
が
専
一
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
の
こ
と
ば
は
的
外

れ
で
、
主
体
性
な
く
変
化
が
多
い
。
そ
れ
故
に
、
相
手
の
「
志
」
を

観
察
し
て
、
そ
れ
を
基
準
、
目
安
と
し
、
そ
こ
で
相
手
の
説
、
言

っ
て
い
る
こ
と
を
描
し
探
り
を
入
れ
て
推
し
量
り
、
行
う
べ
き
こ

と
を
図
り
計
画
し
、
円
方
を
尽
し
て
可
能
性
を
確
か
め
、
長
短
を

49 

志
意
衰
微
而
失
勢
、
精
紳
挫
紐
而
不
専
‘
則
言
疏
外
而
語
髪
。

48

心
虚
則
物
無
不
包
、
志
溢
則
事
無
不
決
。
所
以
能
其
勢
。

47 

―
嵐
繋
盛
行
之
、
又
因
間
而
股
曇
勢
自
然
而
散
芙
。

46

無
間
則
勢
不
行
。
故
用
之
‘
閾
齊
間
而
動
。

45 斉
え
て
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
る
。

だ
が
、
「
間
」
、
相
手
の
心
の
隙
間
が
な
け
れ
ば
、
散
ぜ
ず
、
行

使
し
な
い
。
「
勢
」
は
「
間
」
を
前
提
に
動
く
も
の
で
あ
る
。
動
け
ば

そ
こ
で
「
勢
」
が
分
た
れ
行
使
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
「
間
」
に
つ
い

て
よ
く
思
い
を
馳
せ
る
者
は
、
必
ず
心
の
内
で
は
五
気
を
精
鋭
に

し
、
身
の
外
、
対
外
的
に
は
虚
実
、
真
偽
、
つ
ま
り
相
手
が
本
来

的
心
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
を
観
察
し
て
行
動
す
れ
ば
、
そ
の
「
分

散
の
実
」
、
実
効
性
を
失
っ
た
り
し
な
い
。
動
け
ば
そ
の
自
ら
の
意

思
に
従
い
、
結
果
、
自
ら
が
何
を
計
画
す
べ
き
か
自
ず
か
ら
わ
か

る
。
「
勢
」
は
、
「
利
害
の
決
」
、
存
在
可
能
性
の
決
定
要
因
で
あ
り
、

「
権
変
の
威
」
、
現
実
価
値
改
変
可
能
性
の
動
か
し
難
い
本
来
的
根

拠
で
あ
る
。
「
勢
」
が
敗
れ
、
駄
目
に
な
る
の
は
、
「
神
」
（
上
位
自

我
）
に
よ
っ
て
厳
粛
に
考
察
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
5
6
」

勢
由
紳
競
故
勢
者
紳
之
凪
幽

3

44

勢
散
而
物
服
。
猶
烏
慇
禽
獲
。
故
散
勢
法
鯰
鳥
也
。
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轄
圏
者
‘
無
窮
之
計
固
。
無
窮
者
‘
必
有
聖
人
之
心
、
以
原
不

測
之
智
、
以
不
測
之
智
而
通
心
術
56
、
而
紳
道
混
沌
為
一
。
以
麦
論

萬
類
、
説
義
無
窮
57
。
智
略
計
謀
、
各
有
形
容
。
或
圃
、
或
方
、
或

陰

或

陽

或

吉

、

或

凶

事

類

不

同

58
。
故
聖
人
懐
此
之
用
、
轄

圃
而
求
其
合
59
。
故
閲
酉
化
者
烏
始
、
動
作
無
不
包
、
大
道
以
観
紳

明
之
域
60
。
天
地
無
極
、
人
事
無
窮
、
各
以
成
其
類
。
見
其
計
謀
、

必
知
其
吉
凶
成
敗
之
所
終
也
61
。
轄
園
者
、
或
轄
而
吉
、
或
轄
而
凶
。

聖
人
以
道
先
之
存
亡
、
乃
之
轄
圃
而
従
方
62
。
圃
者
、
所
以
合
語
。

54 
轄
圃
法
猛
獣
55

50

知
其
志
意
隆
替
‘
然
後
為
之
度
敷
。
度
敷
既
立
、
乃
岡
酉
圃
説
之
。
国

圏
事
也
、
必
盪
圃
方
之
理
‘
闇
宦
長
之
用
也
。

51

散
不
得
間
、
則
勢
不
行
。
故
散
勢
者
、
待
間
而
動
。
動
而
得
間
、
勢
自

分
芙

3^

52

五
氣
内
精
、
然
後
可
以
外
察
虚
買
之
理
。
薔
買
之
旦
‘
不
失
則
間
必
可

知
。
有
間
必
知
、
故
能
不
失
分
散
之
貫
也
。

紳
不
粛
察
‘
所
以
勢
敗
幽
°

53

計
謀
者
、
志
意
之
所
成
。
故
随
其
志
意
、
必
知
其
計
謀
也
。

方
者
、
所
以
錯
事
。
轄
化
者
、
所
以
観
計
謀
‘
接
物
者
、
所
以
観

進
退
之
意
63
。
皆
見
其
會
、
乃
為
要
結
、
以
接
其
説
也
6
4
0
5
7
」

◎
「
也
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
座
十
年
本
に
よ
っ
て
補
う
。
◎
「
以
麦
論

萬
類
、
説
義
無
窮
57
。
」
、
道
蔵
本
「
以
麦
論
萬
類
義
‘
説
義
無
窮
」
に

作
る
。
「
義
」
の
字
術
。
嘉
鹿
十
年
本
に
よ
っ
て
削
る
。
◎
「
輿
」
、

道
蔵
本
「
興
」
に
作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

転
円
は
、
無
窮
の
計
な
り
。
無
窮
な
る
者
は
、
必
ず
聖
人
の
心

も
と
づ

有
り
て
、
以
て
不
測
の
智
に
原
き
不
測
の
智
を
以
て
心
術
に
通
ず

す
な
は

れ
ば
、
而
ち
神
、
道
、
混
沌
と
し
て
一
と
為
る
。
変
を
以
て
萬
類

を
論
じ
、
義
を
説
き
て
窮
る
無
し
。
智
略
、
計
謀
、
各
々
形
容
有

り
。
或
は
円
、
或
は
方
、
或
は
陰
、
或
は
陽
、
或
は
吉
、
或
は
凶
、

事
類
、
同
じ
か
ら
ず
。
故
に
聖
人
は
此
の
用
を
懐
ひ
、
転
円
し
て

其
の
合
を
求
む
。
故
に
造
化
な
る
者
と
始
を
為
さ
ば
、
動
作
は
包

ま
ざ
る
無
く
、
大
道
、
以
て
神
明
の
域
を
観
る
。
天
地
は
無
極
、

人
事
は
無
窮
、
各
々
以
て
其
の
類
を
為
す
。
其
の
計
謀
を
見
れ
ば
、

必
ず
其
の
吉
凶
成
敗
の
終
る
所
を
知
る
な
り
。
転
円
は
、
或
は
転

じ
て
吉
、
或
は
転
じ
て
凶
な
り
。
聖
人
は
道
を
以
て
先
づ
存
亡
を

知
り
、
乃
ち
円
を
転
じ
て
方
に
従
ふ
を
知
る
。
円
と
は
、
語
を
合

ぉ

す
る
所
以
、
方
と
は
事
を
錯
く
所
以
な
り
。
転
化
と
は
、
計
謀
を

転
円
は
猛
獣
に
法
る

(56) 



観
る
所
以
、
接
物
と
は
、
進
退
の
意
を
観
る
所
以
な
り
。
皆
、
其

の
会
を
見
て
、
乃
ち
要
結
と
為
し
、
以
て
其
の
説
に
接
す
る
な
り
。

」
7
 

5
 

転
円
法
猛
獣
（
「
転
円
」
、
丸
い
も
の
を
転
が
す
よ
う
に
対
応
す
る
に
は

猛
獣
に
法
る
）

「
転
円
」
は
無
窮
の
計
、
無
限
に
対
応
す
る
方
法
で
あ
る
。
無

窮
と
い
う
も
の
は
、
必
ず
聖
人
の
心
（
本
来
的
心
に
基
き
あ
る
べ

く
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
状
態
）
が
あ
っ
て
、
「
不
測
の
智
」
、
我

を
立
て
て
測
ら
な
い
と
い
う
智
、
見
識
に
よ
っ
て
、
「
心
術
」
（
前

出
、
『
盛
紳
法
五
龍
』
、
心
の
扱
い
方
）
に
通
暁
す
れ
ば
、
「
神
」
（
上

位
自
我
）
、
「
道
」
（
こ
と
ば
）
は
渾
然
一
体
、
心
よ
り
す
る
こ
と
ば

そ
の
も
の
の
あ
り
方
と
な
る
。
そ
こ
で
、
変
化
に
よ
っ
て
万
類
、

個
別
具
体
の
も
の
を
論
じ
、
価
値
付
け
、
「
義
」
、
あ
る
べ
き
あ
り

方
を
説
い
て
窮
ま
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

知
略
、
計
謀
、
構
想
や
計
画
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
か
た
ち
、

イ
メ
ー
ジ
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
「
円
」
、
柔
軟
性
あ
る
丸
い
イ
メ

ー
ジ
の
も
の
だ
っ
た
り
、
「
方
」
、
角
張
っ
た
対
立
す
る
可
能
性
の

あ
る
も
の
だ
っ
た
り
、
「
陰
」
、
秘
密
を
要
す
る
も
の
だ
っ
た
り
、

「
陽
」
、
周
知
さ
せ
る
性
質
の
も
の
だ
っ
た
り
、
「
吉
」
、
そ
の
も
の

を
伸
ば
す
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
り
、
「
凶
」
、
そ
の
も
の
を
消
滅
さ

せ
る
も
の
だ
っ
た
り
で
あ
り
、
事
と
し
て
の
分
類
は
同
じ
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
聖
人
は
、
こ
の
用
い
方
を
考
え
、
転
円

し
、
丸
い
も
の
を
転
が
す
よ
う
に
無
限
に
対
応
し
て
、
そ
の
相
手
、

現
実
に
相
応
し
い
も
の
を
求
め
る
。

そ
れ
故
に
、
「
造
化
」
、
現
象
を
生
み
出
し
続
け
る
変
化
そ
の
も

の
、
本
来
的
心
と
同
一
の
主
体
に
一
体
化
し
、
そ
こ
を
始
め
、
原

点
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
行
動
、
あ
り
方
は
、
「
造
化
」
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
万
物
を
包
含
し
、
そ
の
範
囲
に
収

め
な
い
も
の
は
な
く
、
「
大
道
」
、
大
い
な
る
本
来
的
こ
と
ば
そ
の

も
の
で
、
そ
こ
で
、
「
神
明
の
域
」
、
本
来
的
心
の
現
れ
で
あ
る
上

位
自
我
の
明
ら
か
に
示
さ
れ
た
世
界
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

天
地
は
、
何
処
で
も
中
心
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
何
処
に

も
こ
れ
が
中
心
、
極
だ
と
す
る
点
は
示
し
得
ず
無
極
で
あ
り
、
従

っ
て
、
人
事
は
極
ま
り
な
く
変
化
し
続
け
、
お
の
お
の
そ
こ
で
そ

の
同
一
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
場
合
そ
れ
に
従
い
、
そ
の
類
、
グ
ル
ー

プ
を
形
成
す
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
計
謀
、
計
画
を
見
れ
ば
、
必
ず

そ
の
事
の
発
展
消
滅
、
成
功
失
敗
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
が
わ
か
る

の
で
あ
る
。
「
転
円
」
は
、
こ
れ
を
あ
る
時
に
は
「
吉
」
、
発
展
性
あ

る
も
の
に
転
じ
た
り
、
「
凶
」
、
消
滅
す
る
方
向
へ
と
転
じ
た
り
す

る
の
で
あ
る
。

聖
人
は
、
「
道
」
（
こ
と
ば
）
に
よ
っ
て
先
ず
そ
の

可
能
性
を
知
り
、
そ
こ
で
円
を
転
じ
て
方
に
従
う
。

の
存
亡
、

つ
ま
り
、
対
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5
9
此
烏
所
謀
圃
方
以
下
六
事
、
既
有
不
同
。
或
多
乖
謬
。
故
聖
人
躙
蒻
圃

57

既
以
聖
心
原
不
測
、
通
心
術
。
故
雖
紳
道
混
沌
妙
物
杏
冥
‘
而
岨
幽

萬
物
之
愛
、
説
無
窮
之
義
也
。

5
8
事
至
、
然
後
謀
興
謀
興
然
後
事
讃
事
無
骨
晶
『
故
形
容
不
同
。

圃
者
運
而
無
窮
。
方
者
止
而
有
分
。
陰
則
潜
謀
末
兆
。
陽
則
功
用
斯
園
『

吉
則
揺
至
、
凶
則
禍
来
。
凡
此
事
皆
反
園

9

故
日
、
事
類
不
同
也
。

56

聖
心
若
鏡
‘
物
感
斯
應
故
不
測
之
智
‘
間
圏
‘
心
術
之
要
可
通
也
。

応
か
ら
決
断
に
到
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
「
円
」
と
は
、
相
手

と
語
る
も
の
を
合
わ
せ
る
た
め
の
方
法
で
あ
り
、
「
方
」
と
は
、
そ

の
事
を
決
断
す
る
た
め
の
根
拠
で
あ
る
。
「
転
化
」
と
は
、
計
謀
、

計
画
の
可
能
性
を
観
察
す
る
た
め
の
あ
り
方
で
あ
り
、
「
接
物
」
、

外
物
（
我
以
外
の
現
象
）
に
接
し
関
係
す
る
の
は
、
「
進
退
の
意
」
、

進
む
か
退
く
か
の
意
志
を
観
察
す
る
た
め
で
あ
る
。
す
べ
て
そ
の

「
会
」
、
び
っ
た
り
く
る
と
こ
ろ
を
見
て
、
そ
こ
で
「
要
結
」
、
押
さ

え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
説
、
考

え
方
に
接
し
関
係
す
る
の
で
あ
る
。

57
」

5
5
言
聖
智
之
不
窮
‘
若
蒋
回
之
無
止
。
縛
圃
之
無
止
、
猶
獣
威
無
盟
。
故

縛
闘
法
猛
皿
幽
°

損
兌
法
霊
著
65

之
思
、
以
求
順
通
合
也
。

60

聖
人
憫
道
以
烏
用
。
其
動
也
紳
、
其
随
也
天
。
故
園
酉
化
。
其
初
動
作
‘

先
合
大
道
之
理
‘
以
棺
紳
明
之
域
。
紳
道
不
違
‘
然
後
狡
施
琥
令
。

61

天
地
則
獨
長
且
久
、
故
無
極
。
人
事
則
吉
凶
相
生
、
故
無
窮
。
天
地
以

日
月
不
過
、
陵
谷
不
遷
烏
成
。
人
事
以
長
保
元
亨
、
考
終
蕨
命
為
成
。

故
＿
見
其
事
之
成
否
‘
則
糾
其
計
謀
之
得
失
、
一
廿
其
計
謀
之
得
去
‘
則
吉

凶
成
敗
之
所
終
、
皆
可
知
也
。

6
2
言
吉
凶
無
骨
晶
〗
。
故
取
類
縛
圃
。
益
圏
聖
人
坐
忘
遺
翌
憫
同
乎
遵

故
晒
先
知
存
亡
之
所
在
、
乃
後
縛
闘
而
従
其
方
‘
棄
凶
而
園
吉
。
方
謂

存
亡
之
所
在
也
。

6
3
闘
者
‘
通
髪
不
窮
‘
故
能
合
彼
此
之
語
。
方
者
‘
分
位
斯
定
。
故
可
以

錯
有
為
之
事
。
韓
化
者
‘
改
禍
烏
祗
。
故
可
以
観
計
謀
之
得
失
。
接
物

者
‘
順
通
人
情
。
故
可
以
観
進
退
之
意
‘
是
非
之
事
也
。

61

謂
上
四
者
‘
必
見
會
通
之
髪
‘
然
後
継
其
領
要
而
結
之
、
則
情
偽
之
説
、

可
接
引
而
盪
芙
°
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損
兌
と
は
、
幾
危
の
決
な
り
。
事
に
適
然
有
り
、
物
に
成
敗
有

り
。
幾
危
の
動
、
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
聖
人
は
無
為
を
以

て
有
徳
を
待
ち
、
言
は
辞
を
察
し
、
事
に
合
す
。
兌
と
は
之
を
知

る
な
り
。
損
と
は
之
を
行
ふ
な
り
。
之
を
損
し
之
を
説
く
に
、
物

に
可
な
ら
ざ
る
者
有
ら
ば
、
聖
人
は
之
が
辞
を
為
さ
ず
。
故
に
智

者
は
以
て
人
の
言
を
失
は
ず
。
故
に
辞
は
煩
な
ら
ず
し
て
心

そ

ん

た

い

れ

い

し

損
兌
は
霊
著
に
法
る

損
兌
者
‘
幾
危
之
決
也
咆
事
有
適
然
‘
物
有
成
敗
。
幾
危
之
動
、

不
可
不
察
67
。
故
聖
人
以
無
烏
待
有
徳
、
言
察
僻
、
合
於
事
68
。
兌

者
知
之
也
。
損
者
行
之
也
。
損
之
‘
説
之
、
物
有
不
可
者
、
聖
人

不
烏
図
百
也
70
。
故
智
者
不
以
言
失
人
之
言
。
故
僻
不
煩
而
心
不
圏
‘

志
不
胤
而
意
不
邪
71
。
嘗
其
難
易
而
後
烏
之
謀
、
国
百
然
之
道
以
烏

質
72
。
圃
者
不
行
し
方
者
不
止
‘
是
謂
大
功
。
盆
之
‘
損
之
‘
皆
烏

之
辮
73
。
用
分
威
散
勢
之
櫂
‘
以
見
其
兌
威
‘
其
機
危

H

乃
為
之
決

列
故
善
損
兌
者
‘
腎
若
決
水
於
千
初
之
堤
‘
轄
闘
石
於
萬
初
之
節
。

l

而
態
付
此
者
形
勢
不
得
不
然
也
＿
7

5

0

5

8

」

◎
「
之
」
、
「
因
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ
っ
て
補
う
。
◎
「
慮
」
、

道
蔵
本
「
虚
」
に
作
る
。
皆
川
氏
校
刻
本
に
従
っ
て
改
め
る
。
◎
「
而

能
行
此
者
‘
形
勢
不
得
不
然
也
75
。
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ

っ
て
補
う
。

は
慮
ら
ず
、
志
は
乱
れ
ず
し
て
意
は
邪
な
ら
ず
。
其
の
難
易
に
当

り
て
後
に
之
が
謀
を
為
し
、
自
然
の
道
に
因
り
て
以
て
実
を
為
す
。

円
者
は
行
か
ず
、
方
者
は
止
ら
ず
、
是
を
大
功
と
謂
ふ
。
之
を
益

し
、
之
を
損
す
る
は
、
皆
、
之
が
辞
を
為
す
。
分
威
散
勢
の
権
を

あ
ら
は

用
ひ
、
以
て
其
の
兌
威
を
見
し
、
其
の
機
危
は
、
乃
ち
之
が
決
を

為
す
。
故
に
善
く
損
兌
す
る
者
は
、
璧
ふ
れ
ば
、
水
を
千
例
の
堤

た
に

に
決
し
、
石
を
萬
切
の
節
に
転
円
す
る
が
若
し
。
而
し
て
能
＜
此

を
行
ふ
者
は
、
形
勢
、
然
ら
ざ
る
を
得
ざ
れ
ば
な
り
。

58
」

「
損
兌
」
と
は
、
「
幾
危
の
決
」
（
危
機
の
到
来
の
か
す
か
な
兆

し
）
、
不
安
材
料
へ
の
決
断
で
あ
る
。
物
事
に
は
、
ま
さ
に
び
っ
た

り
と
い
う
か
た
ち
が
あ
り
、
成
敗
の
押
さ
え
ど
こ
ろ
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
微
か
な
危
機
へ
の
動
き
は
、
洞
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
故
に
聖
人
は
、
己
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
無
為
の

あ
り
方
で
、
有
徳
の
人
、
本
来
的
心
の
は
た
ら
き
に
従
っ
て
対
応

し
得
る
人
を
待
ち
、
相
手
の
言
う
こ
と
は
、
そ
の
言
辞
が
、
ど
の

よ
う
な
立
場
か
ら
何
を
指
し
て
そ
う
い
う
の
か
を
推
察
し
、
そ
の

事
柄
に
合
わ
せ
て
み
る
の
で
あ
る
。
「
兌
」
と
は
、
そ
の
事
を
知
る

こ
と
、
状
況
の
判
断
で
あ
る
。
「
損
」
と
は
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
、

決
断
実
行
で
あ
る
。
何
事
か
を
決
断
実
行
し
、
何
事
か
を
言
葉
に

損
兌
法
霊
著
（
決
断
実
行
と
状
況
判
断
は
霊
著
、
め
ど
き
に
法
る
）
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し
て
説
得
す
る
と
き
に
、
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
聖
人

は
そ
れ
に
つ
い
て
言
辞
を
弄
す
る
事
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
智
者

は
、
で
き
も
し
な
い
こ
と
を
言
っ
て
、
人
の
実
行
可
能
な
言
葉
を

失
う
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
そ
れ
故
に
、
そ
の
言
辞
は
煩
雑
に

な
ら
ず
、
心
は
余
計
な
こ
と
を
慮
ら
ず
、
意
志
は
乱
れ
ず
、
そ
の

気
持
ち
は
我
の
立
場
に
執
着
し
て
邪
悪
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
な

い
。
そ
の
事
柄
の
難
易
に
具
体
的
に
当
た
っ
て
か
ら
、
そ
れ
に
つ

い
て
の
謀
、
計
画
を
し
、
自
然
の
道
、
本
来
的
な
心
よ
り
す
る
こ

と
ば
に
従
っ
て
、
そ
れ
に
相
応
し
い
実
、
具
体
的
内
容
を
規
定
す

る
。
円
な
る
者
、
丸
い
言
葉
、
人
と
合
わ
せ
る
様
な
言
葉
は
、
実

行
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
方
な
る
者
、
角
張
っ
た
言
葉
、
こ
う

だ
と
決
す
る
言
葉
は
、
次
の
状
態
へ
と
移
り
実
行
さ
れ
、
止
ま
る

も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
「
大
功
」
、
自
然
の
道
、
こ
と
ば
の
大
い

な
る
は
た
ら
き
と
言
う
。
だ
か
ら
、
そ
の
事
を
「
益
」
し
（
「
兌
」

に
同
じ
）
、
知
っ
て
状
況
判
断
す
る
こ
と
と
、
そ
の
事
を
「
損
」
し
、

決
断
実
行
す
る
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
言
辞
、
言
葉
と
し

て
具
体
化
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
分
威
散
勢

の
権
」
（
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
影
響
力
、
「
威
」
が
は
た
ら
き
、
「
勢
」

を
散
ず
る
、
実
際
に
改
変
で
き
る
か
を
は
か
り
考
え
る
こ
と
）
を

用
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
兌
威
」
、
説
得
力
あ
る
状
況
判
断

の
言
葉
を
示
し
、
そ
の
事
の
「
機
危
」
、
不
安
材
料
に
つ
い
て
は
、

決
断
の
言
葉
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
巧
み
に
「
損
兌
」
し
、

状
況
判
断
、
決
断
実
行
す
る
者
は
、
璧
え
て
み
れ
ば
、
千
佃
の
高

さ
も
あ
る
堤
を
一
気
に
切
り
落
と
し
、
石
を
万
初
の
深
さ
の
谷
へ

と
転
が
し
落
と
す
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
に
で
き
る
と
い
う
の
は
、
形
勢
、
そ
の
事
の
あ
り
よ
う
が
、
そ

う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
自
然
の
理
に
従
っ
た
も
の
だ
か
ら
な
の
で

あ

る

。

5

8

」

65

老
子
曰
、
塞
其
兌
。
河
上
公
曰
‘
兌
、
目
也
。
荘
子
曰
、
心
有
眼
。
然

則
兌
者
謂
以
心
眼
察
理
也
。
損
者
‘
謂
減
損
他
慮
専
以
心
察
也
。
兌
能

知
得
失
、
著
能
知
休
咎
。
故
損
兌
法
露
著
也
。

66

幾
危
之
理
‘
兆
動
之
微
、
非
心
眼
莫
能
察
見
。
故
日
、
損
兌
者
、
幾
危

之
決
也
。

67

適
然
者
、
有
時
而
然
也
。
物
之
成
敗
、
有
時
而
然
。
幾
危
之
動
、
自
微

至
著
。
若
非
饂
國
逃
國
知
機
玄
覧
、
則
不
能
知
於
末
兆
‘
察
於
未
形
。

使
風
満
潜
駿
‘
危
機
密
狡
‘
然
後
河
海
之
拭
埋
烏
窮
流
、
二
貴
之
積
、

梵
成
山
嶽
。
不
謀
其
始
、
雖
悔
何
薗
『
故
曰
、
不
可
不
察
。

68

夫
聖
人
者
、
勤
於
求
賢
、
密
於
任
使
。
故
端
棋
無
烏
以
待
有
徳
之
土
。

士
之
至
也
、
必
園
奏
以
言
。
故
日
、
言
察
僻
也
。
又
圏
明
試
以
功
。
故

曰
、
合
於
事
也
。

(60) 



70 

持
櫃
l

言
減
損
之
謡
及
其
所
説
之
物
理
有
不
可
、
聖
人
不
生
僻
以
論
之
向
r

71

知
者
聴
於
人
之
訴
‘
采
菊
葵
之
言
‘
雖
復
妍
周
萬
物
、
不
自
説
也
。
故

不
以
己
能
言
而
棄
人
之
言
。
既
圃
蒙
言
‘
故
辮
嘗
而
不
煩
、
還
任
衆
心
、

故
心
誠
而
不
偽
。
心
誠
言
嘗
‘
志
意
崖
復
風
国
哉
。

72

夫
事
圏
而
後
謀
生
‘
改
常
而
後
計
起
。
故
心
営
其
難
易
之
際
‘
然
後
為

之
謀
。
謀
失
自
然
之
道
、
則
事
廃
而
功
彫
。
故
必
因
自
然
之
道
、
以
烏

用
謀
之
買
也
。

73

夫
謀
之
妙
者
、
必
能
縛
禍
烏
揺
因
敗
成
功
、
呻
疲
而
成
我
也
。
彼
用

圃
者
謀
令
不
行
、
彼
用
方
者
謀
令
不
止
。
然
則
圃
行
方
止
、
理
之
常
也
。

我
謀
既
狡
‘
彼
不
得
摩
其
常
。
登
非
大
功
哉
。
至
於
謀
之
損
盆
‘
皆
為

生
僻
以
論
其
得
失
也
。

刊

OO所
以
能
分
威
散
勢
者
‘
心
眼
之
由
也
。
心
眼
既
明
‘
機
危
之
威
可
知

之
｛
矢
。
既
知
之
‘
然
後
能
決
之
。

75

言
善
損
慮
以
専
心
眼
者
、
見
事
審
得
理
明
，
意
決
而
不
疑
、
志
雄
而
不

滞
‘
其
猶
決
水
縛
石
。
誰
能
醤
禦
哉
。

69

用
其
心
眼
‘
故
能
知
之
。
減
損
他
慮
、
故
能
行
之
。

持
枢

持
枢

持
櫃
者
、
謂
春
生
、
夏
長
、
秋
牧
、
冬
蔵
。
夭
之
正
也
2
。
不
可
干

而
逆
之
。
逆
之
者
、
雖
成
必
敗
3°

故
人
君
亦
有
天
櫃
生
養
成
蔵
4
0

亦
不
団
干
而
逆
之
。
逆
之
園
一
‘
雖
盛
必
衰
。
此
天
道
人
君
之
大
綱

也
5

0

5

9

」

◎
「
亦
不
可
干
而
逆
之
」
、
道
蔵
本
「
亦
復
不
別
干
而
逆
之
」
に
作
る
。

「
復
」
の
字
術
。
「
別
」
の
字
訛
字
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

◎
「
者
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ
っ
て
補
う
。

枢
を
持
す
と
は
、
春
、
生
じ
、
夏
、
長
じ
、
秋
、
収
め
、
冬
、

を
か

蔵
す
、
天
の
正
を
謂
ふ
な
り
。
干
し
て
之
に
逆
ふ
べ
か
ら
ず
。
之

に
逆
ふ
者
は
、
成
る
と
雖
も
必
ず
敗
る
。
故
に
人
君
も
亦
、
天
枢

の
生
、
養
、
成
、
蔵
す
る
有
り
。
亦
、
干
し
て
之
に
逆
ふ
べ
か
ら

ず
。
之
に
逆
ふ
者
は
、
盛
な
り
と
雖
も
必
ず
衰
ふ
。
此
れ
天
道
、

人

君

の

大

綱

な

り

。

5

9

」

「
枢
を
持
す
」
、
と
ぼ
そ
、
中
心
に
当
る
あ
り
方
を
保
持
す
る
と

は
、
春
に
生
じ
、
夏
に
長
じ
、
秋
に
収
め
、
冬
に
蔵
す
る
よ
う
に
、

「
天
の
正
」
、
現
象
の
本
来
あ
る
べ
き
流
れ
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ

(61) 



5
 

4
 

3
 

2
 

る
。
背
い
て
こ
れ
に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
逆
ら
う

も
の
は
、
完
成
し
た
と
し
て
も
、
必
ず
だ
め
に
な
る
。
そ
れ
故
に
、

君
主
に
も
亦
、
「
天
枢
」
（
現
象
の
流
れ
の
根
本
）
に
生
、
長
、
収
、

蔵
が
あ
る
の
と
同
じ
あ
り
方
が
あ
る
。
そ
し
て
、
同
様
に
こ
れ
に

逆
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
逆
ら
う
も
の
は
、
た
と
え
盛

ん
だ
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
衰
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
天

道
、
人
君
の
大
綱
」
、
現
象
の
あ
り
方
を
示
す
言
葉
と
君
主
の
大
本

で

あ

る

。

5

9

」

櫃
者
居
中
‘
以
運
外
。
虜
近
而
制
遠
、
主
於
縛
動
者
也
。
故
天
之
北
辰
、

謂
之
天
櫃
。
門
之
運
輯
者
、
謂
之
戸
櫃
。
然
則
持
櫃
者
、
国
国
躙
一
之
柄

以
制
物
圏
也
。

言
春
夏
秋
冬
四
時
運
行
‘
不
為
而
自
然
也
。
不
為
而
自
然
‘
所
以
為
正
也
。

言
理
所
必
有
物
之
自
然
、
静
而
順
之
，
則
四
時
行
焉
‘
萬
物
生
焉
。
若

乃
干
其
時
令
逆
其
氣
候
、
成
者
猶
敗
。
況
未
成
者
国
『
元
亮
曰
，
国
氣

之
類
‘
順
之
必
悦
‘
逆
之
必
怒
。
況
天
為
萬
物
之
尊
而
逆
之
田
。

言
人
君
法
天
以
運
動
。
故
曰
、
亦
有
天
櫃
。
然
其
生
蓑
成
蔵
、
天
道
之

行
也
。
人
事
之
正
、
亦
復
不
別
耳
。

言
干
天
之
行
‘
逆
人
之
正
、
所
謂
倒
置
之
。
園
曰
‘
繭
罪
醐
一
而
何
。
此

中
繹
謂
振
窮
趨
急
、
施
之
。
能
言
厚
徳
之
人
‘
救
同
顎
‘
窮

者
不
忘
恩
也
2

。
能
言
者
、
倍
善
博
恵
3

‘
施
徳
者
‘
依
道
4°

而

救
拘
執
者
養
使
小
人
5
。
蓋
士
，
嘗
世
異
時
、
或
営
因
免
園
坑
、

或
営
伐
害
能
言
、
或
営
破
徳
烏
雄
、
或
営
抑
拘
成
罪
、
或
営
戚
戚

自
善
、
或
営
敗
敗
自
立
6
。
故
道
貴
制
人
‘
不
貴
制
於
人
也
。
制
人

者
握
櫂
、
制
於
人
者
失
命
7

。
是
以
見
形
烏
容
、
象
憫
島
貌
、
聞
謄

和
音
‘
解
仇
闘
郎
、
綴
去
‘
却
語
、
描
心
、
守
義
8
0

本
経
記
事
者
、
紀
道
敷
‘
其
愛
要
在
持
櫃
、
中
経
9

0

6

0

」

◎
「
拘
」
、
道
蔵
本
「
物
」
に
作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
及
び
陶
宏
景
注
に

よ
っ
て
改
め
る
。
◎
「
填
」
、
道
蔵
本
「
閻
」
に
作
る
。
同
義
。

「
中
経
」
は
、
窮
を
振
ひ
急
に
趨
き
、
之
を
施
す
を
謂
ふ
。
能

言
、
厚
徳
の
人
、
拘
執
を
救
は
ば
、
窮
者
は
恩
を
忘
れ
ず
。
能
言

た
ぐ
ひ

者
は
、
善
に
儲
し
博
＜
恵
み
、
施
徳
者
は
、
道
に
依
る
。
而
し
て

拘
執
を
救
ふ
と
は
小
人
を
養
使
す
る
な
り
。
蓋
し
士
、
世
に
当
り

て
は
時
を
異
に
し
、
或
は
因
り
て
填
坑
を
免
る
る
に
当
り
、
或
は

能
言
を
伐
害
す
る
に
当
り
、
或
は
徳
を
破
り
て
雄
と
為
る
に
当
り
、

中
経

中
経
I

持
櫃
之
術
‘
恨
太
簡
促
、
暢
理
不
盪
。
或
躙
冒
脱
爛

f

本
不
能
全
國
也
。

(62) 



中
経

或
は
抑
拘
せ
ら
れ
て
罪
を
成
す
に
当
り
、
或
は
威
威
と
し
て
自
ら

善
く
す
る
に
当
り
、
或
は
敗
を
敗
と
し
て
自
立
す
る
に
当
る
。
故

に
道
は
人
を
制
す
る
を
貴
び
、
人
に
制
せ
ら
る
る
を
貴
ば
ず
。
人

を
制
す
る
者
は
権
を
握
り
、
人
に
制
せ
ら
る
る
者
は
命
を
失
ふ
。
是

を
以
て
「
見
形
為
容
、
象
体
為
貌
」
、
「
聞
声
和
音
」
、
「
解
仇
闘
邸
」
、

「
綴
去
」
、
「
卸
語
」
、
「
摂
心
」
、
「
守
義
」
あ
り
。

「
本
経
」
の
記
事
は
、
道
数
を
紀
し
、
其
の
変
要
は
「
持
枢
」
、

「
中
経
」
に
在
り
。

60J

こ
れ
を
施
す
こ

中
経
に
は
、
困
窮
を
救
い
、
緊
急
に
応
じ
て
、

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
能
言
、
厚
徳
の
人
」
（
相
応
し
い
言
葉
を
生
み
出
せ
る
人
、
充

分
に
本
来
的
心
の
声
に
従
っ
て
あ
る
人
）
が
、
こ
れ
に
よ
り
「
拘

執
」
、
と
ら
わ
れ
た
状
態
を
救
っ
た
な
ら
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た

者
は
、
そ
の
恩
を
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
能
言
」
の
人
は
、
善
、

妥
当
性
あ
る
も
の
に
一
体
化
し
、
味
方
し
、
博
＜
恵
み
与
え
、
「
施

徳
」
の
人
、
徳
を
施
し
、
本
来
的
な
心
の
あ
り
様
を
示
し
、
人
を

そ
こ
に
一
体
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
厚
徳
の
人
は
、
「
道
」
（
本
来
的

な
も
の
に
基
く
こ
と
ば
）
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
拘
執
」
、

と
ら
わ
れ
た
状
態
を
救
う
と
い
う
の
は
、
エ
ゴ
に
基
い
て
生
き
る

し
か
な
い
小
人
を
養
い
安
心
さ
せ
、
相
応
し
く
使
い
、
仕
事
を
与

え
て
充
実
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

思
う
に
、
士
、
然
る
べ
き
人
物
は
、
現
実
世
界
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
或
い
は
危
う
く
戦
乱
に
よ
る
横
死

を
免
れ
た
り
、
小
人
輩
が
「
能
言
」
の
人
を
憎
み
害
す
る
時
勢
に
あ

っ
た
り
、
人
の
心
に
基
く
本
来
の
あ
り
方
を
価
値
と
す
る
「
徳
」
が

否
定
さ
れ
、
力
が
支
配
す
る
よ
う
な
時
に
あ
っ
た
り
、
弾
圧
さ
れ
、

捕
わ
れ
て
罪
人
に
仕
立
て
ら
れ
た
り
、
世
を
憂
え
、
一
人
、
身
の

善
な
る
あ
り
方
を
保
つ
事
に
な
っ
た
り
、
時
に
適
合
し
な
く
な
っ

た
既
成
の
価
値
観
へ
の
執
着
を
越
え
、
あ
る
べ
く
あ
る
あ
り
方
を

確
立
し
示
す
こ
と
に
よ
り
、
自
立
す
る
よ
う
な
事
に
も
な
る
も
の

で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
「
道
」
（
こ
と
ば
）
は
、
人
を
制
し
主
体
を
保
つ
事

を
貴
ぶ
の
で
あ
り
、
人
に
制
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
貴
ば
な
い
も
の

で
あ
る
。
人
を
制
す
る
者
は
、
「
権
」
、
価
値
付
け
の
は
か
り
を
握

り
、
人
に
制
せ
ら
れ
る
者
は
、
「
命
」
、
そ
の
本
来
の
あ
る
べ
き
あ

り
方
を
失
う
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
以
下
に
述
べ
る
「
見
形
為
容
、
象
体
為
貌
」
、
「
聞
声
和

音
」
、
「
解
仇
闘
郎
」
、
「
綴
去
」
、
「
却
語
」
、
「
摂
心
」
、
「
守
義
」
の
説

が
あ
る
の
で
あ
る
。

『
本
経
（
陰
符
七
術
）
』
の
記
事
は
、
「
道
数
」
（
こ
と
ば
の
こ
と

わ
り
）
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
変
化
対
応
の
要
点
は
、
『
持

(63) 
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/
 

6

園
坑
‘
謂
将
有
兵
難
醐
図
溝
堅
。
土
或
有
所
因
而
能
免
斯
禍
者
。
伐
害

能
言
謂
小
人
之
道
長
設
人
岡
樋
故
能
言
之
士
、
多
被
数
害

0

破
徳

為
雄
謂
毀
文
徳
崇
兵
戦
。
抑
拘
成
罪
‘
謂
圏
人
不
圏
横
被
螺
翡
戚

冒

箇

謂

天

T
蕩
蕩
、
無
復
銅
紀
而
賢
者
守
死
善
道
、
慎
心
羹

所
謂
歳
寒
然
後
知
松
柏
図
後
彫
、
同
雨
如
晦
、
鶏
嗚
不
巳
立
也
。
敗

敗
自
立
、
謂
天
未
悔
禍
‘
危
敗
相
伯
、
君
子
窮
而
必
通
‘
終
能
自
立
‘

若
管
仲
者
也
。

5
 

4
 

3
 

2
 

貴
有
術
而
制
人
、
不
貴
無
術
而
烏
人
所
制
者
也
。

言
小
人
在
拘
執
而
能
救
骰
之
、
則
小
人
可
得
而
使
也
。

日
施
得
之
人
勤
能
循
理
‘
所
為
不
失
道
也
。

振
‘
起
也
。
趨
向
也
。
物
有
窮
急
、
嘗
振
起
而
向
護
之
。
圏
其
施
之
、

必
在
能
言
之
士
‘
厚
徳
之
人
。
若
能
救
彼
拘
執
、
則
窮
者
懐
園
‘
終
不

忘
恩
也
。

借
‘
類
也
。
謂
能
言
之
土
、
解
紛
救
難
。
不
失
善
人
之
類
而
能
博
行
恩

恵
也
。 謂

由
中
以
経
外
、
骰
於
本
以
禰
縫
於
物
者
也
。
故
曰
、
中
経
。

枢
』
、
『
中
経
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

60」

此
継
言
本
癌
、
持
櫃
、
中
経
之
義
。
言
本
握
紀
事
‘
但
紀
道
術
而
已
。

至
於
櫂
遍
之
要
、
乃
在
持
櫃
、
中
経
也
。

見
形
烏
容
、
象
髄
烏
貌
者
、
謂
交
烏
之
生
也
iO
。
可
以
影
響
形

容
象
貌
而
得
之
也
II
。
有
守
之
人
、
目
不
視
非
、
耳
不
聰
邪
、
言
必

詩
書
、
行
不
閾
僻
、
以
道
為
形
、
以
圏
烏
容
。
貌
荘
色
温
不
可

象
貌
而
得
図
「
如
是
隠
情
塞
郎
而
去
之
120

聞
聟
和
音
国
謂
聾
氣
不
同
則
恩
圏
不
接
。
故
商
角
不
二
合
‘

徴
羽
不
相
配
13
。
能
烏
四
瞥
主
者
、
其
唯
宮
乎
14
。
故
音
不
和
‘
則

悲
。
是
以
瞥
散
傷
醜
害
者
、
言
必
逆
於
耳
也
15
。
雖
有
美
行
盛
魯
‘

不
可
比
目
合
翼
相
須
也
。
此
乃
氣
不
合
、
音
不
調
者
也
1

6

0

6

1

」

◎
「
行
不
淫
僻
‘
」
道
蔵
本
「
行
不
僻
揺
」
に
作
る
。
嘉
慶
十
年
本
に

従
っ
て
改
め
る
。
◎
「
徳
」
、
「
之
」
、
「
愛
」
、
道
蔵
本
「
聰
」
、
「
也
」
、

「
受
」
、
に
作
る
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
っ
て
改
め
る
。
◎
「
者
」
、
道

蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ
っ
て
補
う
。
◎
「
則
悲
。
是
以
」
、
道
蔵

本
「
則
不
悲
不
是
以
」
に
作
る
。
二
字
の
「
不
」
字
術
。
嘉
炭
十
年

本
に
従
っ
て
削
る
。

あ

ら

は

か

う

「
形
を
見
し
容
と
為
し
、
体
に
象
り
て
貌
と
為
す
」
と
は
、
又
、

之
が
為
に
生
ず
る
を
謂
ふ
。
影
響
、
形
容
、
象
貌
を
以
て
之
を
得

，
 

8

此
継
其
目
、
下
別
序
之
。
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「
外
形
を
現
し
内
容
と
し
、
本
体
に
象
っ
て
容
貌
と
す
る
。
」
と

は
、
『
易
』
の
交
が
こ
れ
に
よ
り
生
ず
る
、
つ
ま
り
、
類
推
し
得
る

イ
メ
ー
ジ
が
生
ず
る
こ
と
を
言
う
。
即
ち
、
そ
の
人
物
の
「
影
郷
齊
」

（
様
子
、
応
対
）
、
「
形
容
」
（
態
度
、
物
腰
）
、
「
象
貌
」
（
容
貌
、

雰
囲
気
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
の
意
向
、
心
理
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
「
有
守
の
人
」
、
節
操
の
あ
る
人
は
、
相
応
し

と
為
す
）

「
見
形
為
容
、
象
体
為
貌
」
（
形
を
見
し
容
と
為
し
、
体
に
象
り
て
貌

べ
き
な
り
。
有
守
の
人
、
目
は
非
を
視
ず
、
耳
は
邪
を
聴
か
ず
、

言
は
必
ず
詩
書
、
行
は
淫
僻
な
ら
ず
、
道
を
以
て
形
と
為
し
、
徳

を
以
て
容
と
為
す
。
貌
、
荘
に
し
て
、
色
、
温
な
れ
ば
、
象
視
し

げ
き

て
之
を
得
べ
か
ら
ず
。
是
の
如
く
ん
ば
情
を
隠
し
郎
を
塞
ぎ
て
之

を
去
る
。

「
声
を
聞
き
音
を
和
す
」
と
は
、
声
気
、
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、

則
ち
恩
愛
接
せ
ざ
る
を
謂
ふ
。
故
に
商
、
角
は
二
つ
な
が
ら
合
せ

ず
、
徴
、
羽
は
相
ひ
配
せ
ず
、
能
く
四
声
の
主
為
る
者
は
、
其
れ

唯
だ
宮
か
。
故
に
音
、
和
せ
ず
ん
ば
、
則
ち
悲
な
り
。
是
れ
声
を

以
て
散
傷
醜
害
す
る
者
に
し
て
、
言
、
必
ず
耳
に
逆
ら
ふ
。
美
行
、

ま

盛
巻
有
り
と
雖
も
、
比
目
、
合
痰
の
相
ひ
須
つ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

此
れ
乃
ち
気
、
合
せ
ず
、
音
、
調
は
ざ
る
者
な
り
。

61
」

く
な
い
行
い
や
物
事
、
人
物
に
目
を
向
け
ず
、
よ
こ
し
ま
な
考
え
、

言
説
に
は
耳
を
貸
さ
ず
、
そ
の
発
言
は
、
必
ず
『
詩
経
』
、
『
書
経
』

に
適
っ
た
、
人
の
基
く
べ
き
も
の
に
基
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

行
動
は
、
勝
手
で
賎
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
な
く
、
「
道
」
（
心
よ
り

す
る
こ
と
ば
）
を
法
る
べ
き
形
と
し
、
「
徳
」
（
本
来
的
な
心
の
は

た
ら
き
）
を
そ
の
内
容
と
し
て
身
を
処
し
て
い
る
。
要
望
は
荘
重
で

あ
り
、
表
情
は
温
和
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
様
子
か
ら
推
察
し
て
、

そ
の
意
向
、
心
理
を
つ
か
む
事
は
で
き
な
い
。
こ
の
様
で
あ
れ
ば
、

「
情
」
（
本
音
）
を
隠
し
、
心
の
隙
間
を
塞
ぎ
、
相
手
に
主
体
性
を

奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
相
手
の
意
図
を
排
除
す
る
の
で
あ
る
。

「
聞
声
和
音
」
、
（
声
を
聞
き
、
音
を
和
す
）
と
は
、
発
言
す
る
声
、

こ
と
ば
の
端
々
に
見
え
隠
れ
す
る
そ
の
人
の
気
質
が
同
質
で
な
け

れ
ば
、
心
の
つ
な
が
り
、
恩
愛
が
触
れ
合
う
こ
と
は
な
い
の
を
言

う
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
音
楽
で
い
う
「
商
」
、
「
角
」
の
音
は
、

二
つ
で
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
調
和
す
る
こ
と
は
な
く
、
「
徴
」
、
「
羽
」

の
音
は
並
べ
て
奏
す
る
事
は
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
四
つ
の
音
の

中
心
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
、
や
は
り
「
宮
」
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
音
が
調
和
し
な
い
な
ら
、
悲
鳴
で
あ
る
。
こ
れ
が
声

で
「
散
傷
醜
害
」
す
る
も
の
、
気
を
散
ら
せ
損
な
い
不
快
を
与
え

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
言
う
言
葉
は
、
必
ず
相
手
の
耳
に
逆

ら
う
。
優
れ
た
行
い
、
立
派
な
評
価
が
あ
っ
て
も
、
「
比
目
の
魚
、

合
粟
の
鳥
」
と
い
っ
た
一
心
同
体
の
関
わ
り
を
期
待
は
で
き
な
い
の

(65) 



16

言
若
音
氣
乖
彼
‘
雖
行
轡
美
盛
、
非
彼
所
好
‘
則
不
可
如
比
目
之
魚
‘

合
腐
之
鳥
雨
相
須
也
。
其
有
能
令
雨
相
求
應
、
不
輿
同
氣
者
也
。

解
仇
闘
郷
‘
謂
解
扁
微
之
仇
、
闘
邪
者
。
闘
強
也
17
。
強
邪
既

闘

稲

勝

者

高

其

功

盛

其

勢

也
18
。
弱
者
哀
其
負
‘
傷
其
卑
‘
臼

其
名
‘
恥
其
宗
19
。
故
勝
者
圃
其
功
勢
、
荀
進
而
不
知
退
20
。
弱
者

聞
哀
其
負
見
其
傷
‘
則
強
大
力
倍
、
死
而
是
也
21
。
邪
無
園
実
、
禦

無
強
大
‘
則
皆
可
脅
而
井
220

綴
去
者
、
謂
綴
己
之
繋
言
、

使
有
餘
思
也
230

故
接
貞
信
者
‘

15

散
傷
醜
害
、
不
和
之
音
｀
音
氣
不
和
‘
必
輿
彼
乖
。
故
閲
国
一
‘
必
逆
於
耳
。

11 10 

宮
則
土
也
。
土
主
四
季
。
四
者
由
之
以
生
。
故
圏
為
四
磐
図
主
也

13

商
金
‘
角
木
｀
徴
火
、
羽
水
‘
透
相
克
食
、
性
氣
不
同
‘
故
不
相
配
合
也
。

II

烏
彼
人
之
無
守
、
故
可
以
影
響
形
容
相
貌
占
而
得
之
。

で
あ
る
。
こ
れ
が
、
つ
ま
り
、
気
が
合
致
せ
ず
、
音
が
調
和
し
な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

6

1

」

見
彼
形
‘
象
其
憫
‘
即
知
其
容
貌
者
、
謂
用
又
卦
占
卜
而
知
之
也
。

12

有
守
之
人
、
動
皆
正
直
‘
畢
民
圏
僻
‘
閲
冒
園
唸
血
‘
躙
究
日
新
‘
雖
有

辮
土
之
舌
‘
無
従
而
狡
。
故
隠
情
塞
邸
閉
蔵
而
去
之
。

稲
其
行
、
麗
其
志
、
言
可
烏
‘
可
復
、
會
之
期
喜
24
。
以
他
人
之
庶
‘

引
瞼
以
結
往
‘
見
閲
圏
而
去
之
2

5

0

6

2

」

◎
「
汗
」
、
「
聞
」
、
「
強
」
、
「
歎
歎
」
、
道
蔵
本
「
行
」
、
「
闘
」
、
「
極
」
、

「
疑
疑
」
に
作
る
。
嘉
疫
十
年
本
に
従
っ
て
改
め
る
。

げ

き

る

ゐ

び

「
仇
の
郎
を
闘
は
す
を
解
く
」
と
は
、
扁
微
の
仇
の
郎
を
闘
は

す
を
解
く
を
謂
ふ
。
闘
は
強
な
り
。
邸
に
強
め
、
既
に
闘
ふ
に
、

勝
者
の
其
の
功
を
高
く
し
、
其
の
勢
を
盛
に
す
る
を
称
す
る
や
、

を

弱
者
は
其
の
負
く
る
を
哀
み
、
其
の
卑
を
傷
み
、
其
の
名
を
汗
と

し
、
其
の
宗
に
恥
づ
。
故
に
勝
者
は
、
其
の
功
、
勢
を
聞
き
て
は
、

荀
も
進
み
て
退
く
を
知
ら
ず
。
弱
者
は
其
の
負
く
る
を
哀
れ
み
其

っ

と

ま

の
傷
む
を
見
る
と
聞
か
ば
、
則
ち
大
な
る
に
強
め
、
力
め
倍
し
、

死
す
る
も
是
と
す
る
な
り
。
郎
あ
る
も
大
に
強
む
る
無
く
、
禦
る

あ
は

も
大
に
強
む
る
無
く
ん
ば
、
則
ち
皆
、
脅
し
て
井
す
べ
し
。

「
去
る
に
綴
す
」
と
は
、
己
の
繋
言
を
綴
し
て
、
餘
思
有
ら
し

む
る
を
謂
ふ
な
り
。
故
に
貞
信
者
に
接
す
れ
ば
其
の
行
を
称
し
、

は
げ
ま

そ
の
志
を
腐
し
、
為
す
べ
く
、
復
す
べ
く
、
之
に
会
せ
ば
喜
を
期

ち
か

す
と
言
ふ
。
他
人
の
庶
き
を
以
て
引
験
し
て
以
て
往
を
結
び
、
明

く
ゎ
ん
く
ゎ
ん

ら
か
に
す
る
こ
と
歎
歎
に
し
て
之
を
去
る
。

62
」

「
解
仇
闘
郎
」
（
仇
の
闘
郎
す
る
を
解
く
）
と
は
、
仇
敵
同
士
が
、

そ
の
溝
を
深
め
闘
う
こ
と
を
解
消
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ほ
ん
の
わ

(66) 



ず
か
な
敵
対
関
係
で
あ
る
も
の
が
、
そ
の
溝
を
深
め
闘
う
こ
と
を

解
消
す
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

闘
と
は
、
強
、
つ
と
め
、
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
心
と
心

の
隙
、
溝
を
深
め
増
大
さ
せ
、
闘
い
だ
し
た
時
に
、
有
力
な
方
が

自
ら
の
功
績
を
誇
り
高
く
掲
げ
、
自
ら
の
勢
力
を
盛
ん
に
誇
示
す

る
こ
と
を
称
讃
し
た
り
す
れ
ば
、
弱
い
方
は
自
ら
の
負
け
を
悲
し

み
、
立
場
の
低
さ
を
傷
み
、
そ
の
評
価
を
汚
れ
と
し
て
憎
み
、
自

ら
の
祖
先
に
恥
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
、
有
力
な
方
は
、

自
ら
の
功
績
、
勢
力
に
つ
い
て
の
評
判
を
聞
く
な
ら
、
ひ
た
す
ら

進
ん
で
争
い
、
退
く
こ
と
を
知
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
弱
い
方
は
、

自
ら
の
負
け
を
悲
し
み
、
自
ら
の
負
い
目
を
評
者
が
見
て
い
る
と

間
け
ば
、
ひ
っ
く
り
返
そ
う
と
相
手
以
上
に
大
き
く
な
る
こ
と
に

っ
と
め
、
必
死
に
励
み
、
死
ん
で
も
よ
い
と
ま
で
思
う
よ
う
に
な

る
の
で
あ
る
。
対
立
す
る
溝
が
あ
っ
て
も
、
こ
ち
ら
が
大
き
く
す

る
こ
と
に
務
め
る
こ
と
な
く
、
両
者
の
間
に
相
手
か
ら
守
る
立
場

の
隔
た
り
が
あ
っ
て
も
、
こ
ち
ら
が
強
い
て
大
き
く
す
る
こ
と
が

な
い
な
ら
、
両
者
共
に
不
利
益
を
知
ら
せ
恐
れ
さ
せ
、
溝
を
埋
め

て
合
わ
せ
、
丸
く
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
綴
去
」
（
去
る
に
綴
す
）
と
は
、
自
ら
の
相
手
の
心
を
繋
ぎ
止

め
る
言
菜
を
綴
り
示
し
、
去
っ
た
あ
と
に
、
相
手
に
こ
ち
ら
に
対

す
る
餘
思
、
信
頼
し
得
る
と
い
う
思
い
を
も
た
せ
る
こ
と
を
言
う
。

そ
れ
故
に
、
「
貞
信
者
」
、
心
が
我
に
歪
め
ら
れ
ず
正
し
く
信
義
あ

21 23 22

言
雖
烏
邸
非
能
強
大
、
其
於
打
御
↑
亦
非
強
大
‘
如
是
者
‘
則
以
兵
威
脅

令
従
己
而
井
其
國
也
。

漿
‘
脳
也
。
謂
已
令
去
而
欲
綴
其
所
脳
之
言
‘
令
後
思
而
同
也
。

欲
令
去
後
有
思

9

故
皆
貞
信
E
m
]‘
稲
其
行
之
盛
美
‘
属
其
志
令
不
怠
゜

21

弱
者
聞
我
哀
傷
‘
則
勉
強
其
力
‘
倍
意
致
死
‘
烏
我
烏
是
也
。

20 19 る
人
に
接
し
た
時
は
、
そ
の
行
い
を
評
価
称
讃
し
、
そ
の
意
志
を

励
ま
し
て
や
り
、
実
行
す
る
の
が
宜
し
く
、
そ
の
思
う
と
こ
ろ
の

本
来
の
あ
り
方
に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
、
も
し
そ
の
様
に
な
れ

ば
、
喜
ば
し
い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
事
を
言
う
の
で
あ
る
。
他
の

人
の
実
例
で
近
い
も
の
を
引
い
て
傍
証
と
し
て
過
去
を
結
び
付
け

確
信
さ
せ
、
誠
意
を
以
っ
て
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
人
と
別
れ
る

の
で
あ
る
。

62
」

17

朔
説
之
道
‘
其
猶
張
弓
、
高
者
抑
之
‘
下
者
畢
之
。
故
扁
微
烏
仇
‘
従

而
解
之
。
強
者
為
邸
‘
従
而
問
之
也

0

問
而
弱
者
、
従
而
哀
其
負
劣
‘
傷
其
卑
小
‘
□
下
其
名
、
恥
辱
其
宗
也
。

知
進
而
不
知
退
‘
必
有
冗
龍
之
悔
。

18

闘
而
圃
者
従
而
高
其
功
盛
其
勢
也
。
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謂
此
美
行
必
可
常
烏
‘
必
可
報
復
‘
會
通
其
人
、
必
令
至
於
喜
悦
者
也
。

25

言
既
稲
行
厖
志
、
令
其
喜
悦
、
然
後
以
他
人
庶
幾
於
此
同
著
‘
引
之
以

烏
成
瞼
以
結
已
往
之
心
、
又
明
己
陶
図
至
誠
。
如
是
而
去
之
、
必
思
四

而
王
国
幽

圏
語
者
、
察
伺
短
也
26
。
荊
言
多
必
有
敷
短
之
虞
識
其
短
瞼

こ
27
。
動
以
忌
譴
示
以
時
禁
28
‘
箕
人
因
以
懐
擢
。
然
後
結
園
以

安
其
心
牧
語
蓋
蔵
而
圏
之
29
。
無
見
己
之
所
不
能
於
多
方
之
人
300

揖
心
者
逢
好
學
伎
術
者
則
烏
之
稲
遠
31

‘
方
瞼
之
園
‘
驚
以

奇
怪
‘
人
繋
其
心
於
己

3
2。
効
之
於
囚
‘
瞼
去
胤
其
前
~
‘
我
蹄
誠
於

己
⑬
°
遭
閻
園
圏
者
‘
烏
之
術
‘
音
柴
動
之
以
為
必
死
生
日
少
之

憂
狂
喜
以
自
所
不
見
之
事
‘
終
可
以
観
漫
瀾
之
命
‘
使
有
後
會
350

3
 

6
 

◎
二
字
の
「
卸
」
、
道
蔵
本
「
却
」
に
作
る
。
◎
「
故
言
多
必
有
敷
短

之
慇
。
識
其
短
瞼
之
27
。
」
、
道
蔵
本
は
陶
宏
景
注
と
し
、
「
故
」
の
下

「
言
」
の
字
を
欠
く
。
嘉
艇
十
年
本
は
本
文
と
し
、
「
言
」
の
字
有
り
。

嘉
嬰
十
年
本
に
従
っ
て
本
文
と
す
る
。
◎
「
其
人
因
以
懐
憫
。
」
、
道

蔵
本
は
陶
宏
景
注
と
す
る
。
嘉
艇
十
年
本
は
本
文
と
し
、
「
其
人
恐
畏
」

に
作
る
。
本
文
と
す
る
。
◎
「
信
」
、
「
道
」
、
「
人
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉

鹿
十
年
本
に
よ
っ
て
補
う
。
◎
「
瞼
去
」
の
上
、
道
蔵
本
「
瞼
」
の

字
有
り
。
術
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
っ
て
削
る
。
◎
「
淫
酒
色
」
、
道
蔵

「
卸
語
」
と
は
、
察
し
て
短
を
伺
ふ
な
り
。
故
に
言
、
多
け
れ

ば
、
必
ず
数
ば
短
の
処
有
り
。
其
の
短
を
識
り
て
之
を
験
す
。
動

か
す
に
忌
緯
を
以
て
し
、
示
す
に
時
禁
を
以
て
す
れ
ば
、
其
の
人
、

因
り
て
以
て
憚
を
懐
く
。
然
る
後
、
信
を
結
び
以
て
其
の
心
を
安

し
り
ぞ

ん
じ
、
語
を
収
め
蓋
蔵
し
て
之
を
卸
く
。
己
の
能
は
ざ
る
所
を
多

し
め

方
の
人
に
見
す
無
か
れ
。

ぎ

「
摂
心
」
と
は
、
好
み
て
伎
術
を
学
ぶ
者
に
逢
は
ば
、
則
ち
之

が
為
に
遠
き
を
称
し
、
方
に
之
を
道
に
験
し
、
驚
か
す
に
奇
怪
を

い
た

以
て
す
れ
ば
、
人
、
其
の
心
を
己
に
繋
ぐ
。
之
を
人
に
放
す
は
、

験
し
て
乱
を
其
の
前
よ
り
去
り
、
吾
は
誠
を
己
に
帰
す
。
酒
色
に

淫
す
る
者
に
遭
は
ば
、
之
が
術
を
為
す
や
、
音
楽
も
て
之
を
動
か

し
、
以
て
必
ず
死
し
、
生
く
る
日
少
な
き
の
憂
を
為
し
、
喜
ば
す

ま
ん
ら
ん

に
自
ら
見
ざ
る
所
の
事
を
以
て
す
れ
ば
、
終
に
以
て
漫
瀾
の
命
を

観

て

、

後

会

有

ら

使

む

べ

し

。

6

3

」

「
却
語
」
（
言
葉
を
退
け
る
）
と
は
、
相
手
を
観
察
し
、
短
所
、

通
用
し
な
い
と
こ
ろ
を
伺
い
知
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
言

葉
が
多
け
れ
ば
、
必
ず
し
ば
し
ば
短
、
通
用
し
な
い
言
辞
が
あ
る
。

そ
の
通
用
し
な
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
つ
か
み
取
り
、
こ
れ
を
相
手

に
確
か
め
る
。
そ
し
て
、
忌
緯
（
そ
の
人
の
存
在
根
拠
に
関
わ
る

本
「
揺
色
酒
」
に
作
る
。
器
慶
十
年
本
に
従
っ
て
改
め
る
。
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よ
う
な
タ
プ
ー
）
で
相
手
の
心
を
動
か
し
、
「
時
禁
」
（
そ
の
状
況

下
で
し
て
は
危
う
い
こ
と
）
を
示
し
た
な
ら
、
そ
の
人
は
自
ら
の

発
言
し
た
こ
と
に
恐
れ
を
懐
く
。
そ
う
し
た
後
で
、
相
手
に
信
頼

感
を
与
え
て
心
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
相
手
の
心
を
安
ら
か
に
し

て
や
り
、
相
手
に
向
け
た
言
葉
を
収
め
腹
に
し
ま
っ
て
、
こ
ち
ら

が
指
摘
し
た
こ
と
を
退
け
る
。
自
ら
が
で
き
も
し
な
い
こ
と
を
多

方
面
の
人
に
示
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「
摂
心
」
（
心
を
執
る
）
と
は
、
学
術
技
芸
を
好
ん
で
学
ぶ
者
に

接
し
た
な
ら
、
そ
の
人
の
為
に
、
そ
れ
が
遠
大
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
言
い
、
そ
こ
で
そ
の
事
が
「
道
」
（
本
来
的
な
こ
と
ば
）
に
適

う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
、
常
識
を
超
え
た
驚
く
べ
き
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
な
ら
、
そ
の
人
は
そ
の
心
を
こ
ち
ら

に
繋
ぎ
信
頼
す
る
。
こ
の
「
摂
心
」
を
人
に
施
す
に
は
、
そ
の
事
を

験
証
し
、
そ
の
眼
前
か
ら
混
乱
を
取
り
除
き
、
は
っ
き
り
確
信
さ

せ
、
こ
ち
ら
は
そ
の
様
に
誠
意
を
以
っ
て
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

の
で
あ
る
。

酒
色
に
溺
れ
る
者
に
接
す
る
と
き
、
そ
の
術
、
対
応
方
法
と
し

て
は
、
音
楽
に
よ
っ
て
そ
の
執
着
を
動
か
し
、
気
を
そ
ら
せ
、
そ

こ
で
、
必
ず
人
は
死
ぬ
も
の
で
、
生
は
限
ら
れ
た
日
々
で
し
か
な

い
も
の
だ
と
い
う
心
配
を
し
て
見
せ
、
執
着
し
て
壁
を
越
え
ら
れ

ず
に
い
る
そ
の
我
を
誤
腿
化
し
悩
む
状
態
を
絶
対
と
す
る
愚
か
さ

に
気
づ
か
せ
、
自
ら
は
見
よ
う
と
し
な
か
っ
た
そ
の
人
の
可
能
性

に
つ
い
て
の
こ
と
を
指
摘
し
て
喜
ば
せ
た
な
ら
、
終
に
は
、
遥
か
で

限
り
な
い
「
漫
瀾
の
命
」
（
無
限
の
可
能
性
と
し
て
投
げ
ら
れ
て
あ
る

こ
と
）
に
気
づ
き
、
そ
の
後
に
自
ら
の
あ
る
べ
き
立
場
を
つ
か
む
こ

と
が
あ
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
6
3
」

29

其
人
既
懐
憫
、
必
有
求
服
之
情
。
然
後
結
以
誠
信
以
安
其
憫
心
‘
暇
貫

向
語
芸
薗
而
却
之
‘
則
其
人
之
恩
威
固
以
深
｛
考

既
蔵
向
語
、
又
戒
之
曰
‘
勿
於
多
方
人
前
見
其
所
不
能
也
。

32

既
為
作
瞥
轡
、
方
且
以
道
閲
惹
其
伎
術
、
又
以
奇
怪
従
而
燈
動
之
。
如

此
則
彼
人
心
‘
繋
於
己
也
。

33

人
既
繋
心
於
己
、
又
効
之
於
時
人
、
瞼
之
於
往
賢
。
然
後
更
理
其
目
前

所
為
‘
謂
之
曰
‘
吾
所
以
然
者
、
蹄
誠
於
彼
人
之
己
。
如
此
則
賢
人
之

心
可
得
而
摘
。
胤
者
‘
理
也
。

31

欲
将
摘
取
彼
心
、
見
其
好
學
伎
術
‘
則
為
作
骰
券
‘
閲
窟
近
知
之
也
。

30 28 27 26 

既
圏
其
短
、
則
以
忌
緯
動
之
、
時
禁
示
之
。

日
多
不
能
無
短
。
既
察
知
其
短
‘
必
記
識
之
、
取
盟
間
国
也
。

晶
官
之
道
‘
必
察
伺
彼
短
也
。
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34

言
将
欲
摘
愚
人
之
心
、
見
淫
酒
色
者
、
為
之
術
、
音
柴
之
可
説
、
又
以

過
於
酒
色
、
必
之
死
地
、
生
日
減
少
、
以
此
可
憂
之
事
以
感
動
之
也
。

35

又
以
音
柴
之
事
、
彼
所
不
見
者
、
以
喜
悦
之
、
言
終
以
可
観
、
何
必
淫

於
酒
色
。
若
能
好
此
‘
則
性
命
漫
瀾
而
無
極
‘
図
國
終
會
於
永
年
。
愚

人
非
可
以
道
勝
説
、
故
推
音
柴
可
以
抵
其
心
。

守
義
者
、
謂
守
以
人
義
、
探
心
在
内
以
合
也
36
。
探
心
、
深
得
其
主

也
。
従
外
制
内
事
有
繋
固
而
随
図
l37
。
故
小
人
比
人
、
則
左
道
而

用
之
‘
至
能
敗
家
，
奪
國
38
。
非
賢
智
不
能
守
家
以
義
、
不
能
守
國

以
道
。
聖
人
所
貴
道
微
妙
者
‘
誠
以
其
可
以
轄
危
属
安
‘
救
亡
使

存
也
⑲
0

6

4

」

◎
「
曲
」
、
「
之
」
、
道
蔵
本
「
由
」
、
「
也
」
に
作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
に

従
っ
て
改
め
る
。

「
守
義
」
と
は
、
守
る
に
人
の
義
を
以
て
し
、
心
を
探
り
内
に

在
り
て
以
て
合
す
る
を
謂
ふ
。
心
を
探
る
と
は
、
深
く
其
の
主
を

得
る
な
り
。
外
よ
り
内
を
制
す
れ
ば
、
事
、
曲
に
繋
り
て
之
に
随

ふ
有
り
。
故
に
小
人
、
人
に
比
す
れ
ば
、
則
ち
左
道
し
て
之
を
用

ひ
、
能
く
家
を
敗
り
、
国
を
奪
ふ
に
至
る
。
賢
智
に
非
ず
ん
ば
家

を
守
る
に
義
を
以
て
す
る
能
は
ず
、
国
を
守
る
に
道
を
以
て
す
る

能
は
ず
。
聖
人
の
、
道
の
微
妙
な
る
を
貴
ぶ
所
以
の
者
は
、
誠
に

其
の
以
て
危
を
転
じ
て
安
と
為
し
、

を
以
て
な
り
。

亡
を
救
ひ
て
存
せ
し
む
べ
き64」

「
守
義
」
（
為
す
べ
き
こ
と
を
守
る
）
と
は
、
人
と
し
て
為
す
べ

き
こ
と
を
守
り
、
自
ら
の
心
に
そ
の
答
を
問
い
か
け
、
求
め
探
り
、

そ
の
心
の
う
ち
で
為
す
べ
き
こ
と
が
心
に
一
致
す
る
と
い
う
確
信

を
得
る
事
を
言
う
。
心
を
探
る
、
自
ら
の
心
に
為
す
べ
き
こ
と
は

何
か
と
の
答
を
求
め
探
る
と
は
、
深
く
思
索
し
て
、
そ
の
主
、
主

体
、
つ
ま
り
こ
う
だ
と
い
う
確
信
を
得
る
の
で
あ
る
。
外
、
外
界

の
現
象
か
ら
、
内
、
心
を
制
す
る
、
つ
ま
り
相
対
的
な
現
象
を
根

拠
に
し
て
、
だ
か
ら
と
考
え
る
な
ら
、
物
事
は
取
り
留
め
な
く
広

が
り
、
無
根
拠
に
展
開
し
、
そ
れ
を
追
い
求
め
る
だ
け
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
、
小
人
、
エ
ゴ
イ
ス
ト
は
、
人
と
い
う
外

界
の
現
象
に
自
ら
を
比
べ
そ
れ
を
根
拠
に
す
る
。
つ
ま
り
は
、
そ

の
エ
ゴ
を
根
拠
に
し
て
「
左
道
」
、
つ
ま
り
言
葉
を
本
来
的
な
心
に

基
い
て
用
い
ず
、
自
ら
の
エ
ゴ
を
世
界
の
中
心
と
錯
覚
し
て
、
そ

こ
を
中
心
に
さ
か
さ
ま
に
用
い
る
の
で
、
家
と
い
う
組
織
を
だ
め

に
し
、
国
を
奪
い
私
物
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
な
る
の
で

あ
る
。「

賢
智
」
、
本
来
的
な
心
に
基
き
、
己
を
超
え
て
あ
る
べ
く
あ
る

こ
と
の
価
値
を
知
る
者
で
な
け
れ
ば
、
「
義
」
、
人
と
し
て
為
す
べ

き
こ
と
に
基
い
て
無
私
に
家
を
守
る
こ
と
は
で
き
ず
、
「
道
」
、
心
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鬼
谷
子
巻
下

39 よ
り
す
る
こ
と
ば
に
基
い
て
国
家
を
守
護
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
エ
ゴ
イ
ス
ト
の
教
条
主
義
な
ど
茶
番
で
あ
り
、
国
を
盗
む
事
は

で
き
て
も
現
実
世
界
に
対
応
し
て
国
を
守
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
）

聖
人
が
、
言
葉
が
微
妙
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
同
じ
言
葉
で

も
何
処
か
ら
言
わ
れ
た
の
か
、
エ
ゴ
に
基
く
も
の
な
の
か
、
心
に

基
く
本
来
的
な
も
の
を
示
し
て
い
る
の
か
と
い
う
峻
別
を
貴
ぶ
の

は
、
誠
に
言
葉
の
、
微
妙
だ
が
決
定
的
な
視
点
の
さ
か
さ
ま
と
い

う
こ
と
が
、
危
険
を
転
換
し
安
泰
に
、
滅
亡
を
救
っ
て
存
続
へ
、

と
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
6
4」

37

既
探
知
其
心
‘
所
以
得
主
深
也
。
得
心
既
深
、
故
能
従
外
制
内
、
内
由

我
制
則
何
事
不
行
。
故
事
有
所
属
莫
不
旦
圃
国
窟
之
也
。

3
8
小
人
以
探
心
之
術
来
比
於
君
子
‘
必
以
左
道
用
櫂
゜
凡
事
非
公
正
者
、

皆
曰
小
人
、
反
道
胤
常
、
害
賢
‘
伐
善
‘
所
用
者
左
‘
所
違
者
公
。
百

慶
昏
亡
‘
萬
機
畷
斎
‘
家
破
國
奪
、
不
亦
宜
乎
。

道
‘
謂
中
経
之
道
也
。

36

義
‘
宜
也
。
宜
探
其
内
心
、
随
其
人
所
宜
‘
遂
人
所
欲
以
合
之
也
。

馬
純
『
意
林
』
巻
二
：

鬼
谷
子
五
巻
孟
否
氏
注
名
i
[

豆
]
部
分
所
引

「
以
徳
養
民
、
猶
草
木
之
得
時
。
以
仁
化
人
、
猶
天
生
草
木
以

雨
潤
澤
之
。
」

鬼
谷
子
侠
文

轄
丸
篇
（
『
説
苑
』
善
説
篇
、
『
意
林
』
引
用
の
二
条
、
及
び
『
史
記
』

太
史
公
自
序
に
あ
る
引
用
）

「
鬼
谷
子
曰
、
人
之
不
善
而
能
矯
之
者
、
難
突
。
説
之
不
行
、

言
之
不
従
者
、
其
辮
之
不
明
也
。
既
明
而
不
行
者
、
持
之
不
固
也
。

既
固
而
不
行
者
、
未
中
其
心
之
所
善
也
。
辮
之
、
明
之
、
持
之
、

固
之
、
又
中
其
人
之
所
善
、
其
言
紳
而
珍
、
白
而
分
、
能
入
於
人

之
心
、
如
此
而
説
不
行
者
、
天
下
夫
嘗
聞
也
。
此
之
謂
善
説
。
」

『
説
苑
』
善
説
篇
第
十
一

「
人
動
我
静
、
人
言
我
聴
、
能
固
能
去
、
在
我
而
問
。
知
性
則

寡
累
、
知
命
則
不
憂
、
憂
累
去
則
心
平
、
心
平
而
仁
義
著
突
。
」

馬
穂
『
意
林
』
巻
二
：

鬼
谷
子
五
巻
[
楽
氏
注
名
壼
]
部
分
所
引
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校
訂
鬼
谷
子
三
巻
訳
稿
終

『
荘
子
』
と
同
文
に
つ
き
省
略

第
十
）

「
故
曰
、
聖
人
不
朽
、
時
愛
是
守
。
虚
者
、
道
之
常
也
。
因
者
、

君

之

綱

也

。

」

『

史

記

』

太

史

公

自

序

（
司
馬
貞
索
隠
曰
、
此
出
鬼
谷
子
。
遷
引
之
以
成
其
章
。
故
稲
故
曰
也
。
）

◎
『
説
苑
』
の
文
は
、
道
蔵
本
『
鬼
谷
子
』
の
内
容
と
整
合
性
が
あ

る
様
で
あ
る
が
、
『
意
林
』
の
二
条
は
「
仁
義
」
に
基
く
発
想
で
あ
り
、

「
仁
義
」
を
も
方
法
と
す
る
考
え
方
と
は
矛
盾
す
る
よ
う
で
も
あ
る
。

◎
そ
の
他
、
『
太
平
御
覧
』
に
は
、
次
の
三
条
が
あ
る
。

「
鬼
谷
子
曰
、
事
聖
君
有
聴
従
無
諫
、
事
中
君
有
諫
諄
無
詔
誤
、

事
暴
君
有
補
削
無
矯
彿
。
」

『
太
平
御
覧
』
巻
六
百
二
十
治
道
部
一

「
鬼
谷
子
曰
、
君
得
名
則
群
臣
侍
之
、
君
失
名
則
群
臣
欺
之
。
」

同
右

「
鬼
谷
子
曰
、
描
情
篇
云
、
説
王
公
君
長
、
則
審
情
以
説
王
公
、

避
所
短
、
従
所
長
。
」

『
太
平
御
覧
』
巻
四
百
六
十
二
人
事
部
瀞
説
下

肢
匿
篇
（
『
荘
子
』
肱
筐
篇
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